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はじめに  

 

 他者とコミュニケーション をとるこ とはヒトが社会生活を営む 上

で不可避であるといえる。電話やメールなど声や文字だけで他者との

コミュニケーションが可能な媒体が登場して久しいが，相手の顔を見

ながらのコミュニケーションが消失したわけではない。相手の顔を見

ながらのコミュニケーションで は言葉 だけでなく表情や身振り手 振

りなどを駆使して相手に自分の意図を伝えようとする。そして，伝え

られた相手はこれらの要素を総合的に理解することで，単に言葉通り

の意味だけでなく言葉の裏にあ る様々 な意図を読みとることがで き

る。このように他者の表情や身振り手振りを理解することはコミュニ

ケーションをとる上で重要な処理能力の一つであるといえる。  

 他者の表情や身振り手振りを 読みと ることは他者の感情を認知 す

ることであるといえる。つまり，我々は他者とコミュニケーションを

とるうえで他者の感情を認知し，そのうえで認知した他者の感情に応

じた反応を行っている。最近ではこの他者の感情認知に着目した研究

がなされており，性別やシチュエーションといった様々な要素が他者

の感情認知を変容させることが知られている。本研究では，他者の感

情認知を変容させる要素のなかでも「処理資源」に着目した。処理資

源とはヒトが情報を処理すると きに使 える精神的な容量のことを い

い，処理資源量に余裕がなくなると感情認知に影響が出るといわれて

いる。このように感情認知が処理資源の影響を受けることがわかって

いる一方，「他者の」感情認知が処理資源から受ける影響について系統

的な研究はなされていない。そこで本研究では処理資源の多寡が他者

の感情認知に与える影響を検討する。  
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第 1 部  

序論  

 

第 1 章  感情研究の具体的な実験手法  

 

 

第 1 節  他者の感情認知  

 ヒトの外的環境 ( e . g . ,  他者の反応・風景 )に対する評価的な反応の一

つが感情である。そして，ヒトは自らの感情を身体運動により表現す

ることがある。たとえば，他者から嫌がらせを受けるなど強くストレ

スを感じる環境下に置かれたりした場合に，表情や身振り手振りを用

いて不快感情を表現する。このような動的な自己の感情表現 ( e . g . ,  表

情・身振り・手振り )は，他者に対するアピールの一つであり，他者に

より自己の感情が認知されることを前提としたものであると言える。

つまり，自分が不快な感情状態にあるということを他者にも見える形

で表現することで，他者から何らかの反応を引き出すことを目的とし

ていると考えられる。反対に，このような感情表現の受け手側には，

他者の感情を読みとる能力が要求されるといえる。具体的には，他者

が怒りの表情を浮かべていたり，静かにうなだれていたりしている場

合には，他者が不快な感情を抱いていることを読みとり，適切な反応

をとることが求められる。本研究ではこのように他者の感情を読みと

ることを「他者の感情認知」とし，そのメカニズムについて実験的検

討を交えた議論を行う。  

 他者の感情認知に関する議論を行うにあたって，はじめに感情研究

における感情認知の影響を測定 する具 体的手法について解説する 。
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F ig .  1 に認知心理学的手法を用いた感情研究のなかでも画像 (視覚刺

激 )を用いた実験手続きを示した。F ig .  1 に示したように，感情研究で

は感情を喚起する視覚刺激 (感情刺激 )を観察させると同時に，何らか

の課題を設定し，その課題に対する生理反応や行動反応を感情刺激か

ら受ける影響の指標として用いる。つまり，感情研究の実験は①感情

刺激，②課題，③行動反応・生理反応，の 3 要素で構成されている。

本研究でもこの実験手続きに従い，他者の感情認知について実験的検

討を行う。そのため，第 1 章では 3 つの要素について解説を行う。  

 

第 2 節  感情研究における感情の分類と用いられる感情刺激  

 感情研究で用いられる感情刺 激は一 定の分類方法に基づいて分 類

される。代表的な分類方法として，R u ss e l l の円環モデル (R u ss el l ,  19 8 0 )

が知られている (F i g .  2 )。 R u ss el l  (1 9 80 )は様々な感情を 2 次元の軸に

落とし込むことで，個別の感情が 2 つの要因の高低によって成立して

いると考えている。このモデルでは，横軸に感情価 (va l enc e)，縦軸に

覚醒度 ( a r ou sa l )をとり，この 2 つの要因がどの程度の強度をもつかに

よって感情が表現される。たとえば，恐怖感情 ( a f r a id)は感情価が低く

(不快 )，覚醒度が高く分類される。一方で，同様に覚醒度が高くとも，

感情価が高い (快 )場合には歓喜 ( d el i ght ed)に分類される。このように 2

つの軸を用いることで感情を相 対的に 表現することを可能とした モ

デルが円環モデルである。  

Ru ss el l (1 9 8 0 )による感情円環モデルに基づいて作成された感情刺激

として In t er na t io na l  Aff ec t i v e P ic t ur e S y s t em ( I AP S;  La n g,  Br a dl ey,  &  

Cu t hb er t ,  20 0 8 )が知られている。IAP S は 1 ,0 0 0 枚以上の感情刺激  ( e . g ,  

美しい風景・真顔のヒト・暴力を振るうヒト )から構成される写真画像  
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F ig .  1  感情研究における視覚刺激を用いた実験手続きの例  

感情  
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F ig .  2  円環モデル  (R us s e l  ( 19 8 0 )の F igu r e 3 より引用・一部改変 )  

   

   

   

             

         

           

             

              

          

         

        

  な            
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のセットであり，各感情刺激について円環モデルを元にした主観的な

評定スコア (感情価および覚醒度 )が付属している。実験では感情価や

覚醒度の高低により分類されたものが呈示されるが，実際の感情研究

では手続きを簡略化するために 感情価 や覚醒度の評定スコアの高 低

をもとに少数のグループに分類 した感 情刺激群を呈示することが 多

い。例えば，感情価による分類では快カテゴリと不快カテゴリ，覚醒

度による分類では高覚醒カテゴ リと低 覚醒カテゴリのような少数 の

カテゴリに分類される。また，どちらのカテゴリにも属さない中性カ

テゴリを統制群として用いることもある。そしてこの分類をもとに，

快カテゴリの感情刺激 (快刺激 )や不快カテゴリの感情刺激 (不快刺激 )

が実験参加者の行動反応や生理反応に与える影響をもって，快感情・

不快感情が実験参加者に与える影響を検討している。  

感情刺激として I AP S 画像のような写真画像を用いることもあれば，

ヒトの顔画像を感情刺激として用いることもある。ヒトの顔を写した

感 情 刺 激 と し て は Kar o l i ns ka  D ir ec t ed  E mot i o na l  Fa ces  (KDEF ;  

L u nd qv is t ,  F ly kt ,  & Öh ma n,  1 99 8 )が知られている。 KDE F は I AP S とは

異なり， E k ma n et  a l .  ( 1 9 87 )の基本 6 感情 (恐怖・怒り・嫌悪・幸福・

悲嘆・驚愕 )をベースに無表情を加えた 7 種類の表情の男女の画像で

構成されており，実験でもこの表情の分類に従って画像が呈示される。 

 

第 3 節  感情研究で用いられる行動反応  

行動反応を計測する場合，同一のモニタ上で感情刺激と課題を同時

呈示し，その課題への反応にかかった時間 (反応時間 )や課題への正答

率などをもって，感情刺激の影響を測定する。代表的な例では，Go/ n o-

g o 課題 ( e . g . ,  A lb er t ,  L óp ez -M ar t ín ,  & Car r et i é ,  2 0 1 0 )や Cat eg or iza t i o n 課
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題 ( e . g . ,  Öh ma n,  F ly kt ,  &  E s t ev es ,  2 0 01 )が挙げられる。 Go/ n o- g o 課題と

は特定の刺激などに対して反応 が求め られる課題である。例えば ，

Alb er t  e t  a l .  ( 2 01 0 )は，感情刺激の中心部に文字 ( “ M ”または “ W”)を重

ねて呈示し，ターゲット ( “M ”)が出た場合にのみボタン押しで反応す

る課題を設定した。その結果，快刺激が呈示されている場合に比べて

不快刺激が呈示されている場合 にボタ ン押しまでの正答反応時間 を

遅延させることが示された。また，C a t egor iza t io n  課題は，すべての試

行で呈示される特定の刺激を判 別した うえで反応することが求め ら

れる課題である。 Ö h ma n et  a l .  ( 2 00 1 )による C at eg or iza t i o n 課題では複

数枚の感情刺激を同時に呈示し，同じ感情カテゴリの刺激のみで構成

されていると判断した場合には一方のボタンを，異なる感情カテゴリ

の刺激が含まれていると判断し た場合 には他方のボタンを押す課 題

を設定した。その結果，快刺激中に不快刺激が含まれている場合は，

不快刺激中に快刺激が含まれている場合に比べて，ボタン押しまでの

正答反応時間が短縮されることが示された。いずれの課題においても

感情刺激の特性が行動反応を変化させていることから，行動反応を感

情刺激の影響の指標として用いることができるといえるだろう。第 2

章では感情刺激の影響が行動反 応に顕 在化するまでの処理メカニ ズ

ムについて解説する。  
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第 2 章  感情刺激の処理メカニズム：注意と処理資源  

 

 

第 1 節  注意  

第 1 章では感情研究における実験手続きを解説するとともに，行動

反応に感情刺激の影響が現れることを示した。第 2 章では感情刺激が

行動反応に影響を及ぼすまでの処理メカニズムについて解説する。  

先行研究 ( Alb er t  e t  a l . ,  2 01 0 ;  Öh ma n et  a l . ,  2 0 0 1 )で示されていたよう

に，不快刺激は他の感情刺激に比べて行動反応に影響しやすいことが

分かっている。その理由として，不快刺激のような特定の視覚刺激は

優先的に知覚されやすい特性を持っていることが挙げられる。すなわ

ち，不快刺激は優先的に知覚されやすいために，その影響が行動反応

に表れやすいといえる。認知心理学分野ではこのように優先的に知覚

されやすい刺激のことを注意が捕捉されやすい刺激という。注意とは

同時に知覚できる感覚刺激の中 から特 定の刺激の情報を選択的に 処

理する過程であると定義されている (B e a r,  C o nn or s ,  & Pa ra dis o ,  2 00 7 )。

前述したように不快刺激は注意を捕捉しやすい刺激であり，中性刺激

だけでなく快刺激と比較しても 注意を 捕捉しやすいことわかって い

る ( e . g . ,  Bra dl ey  et  a l . ,  19 9 7;  Vu i l l eu mi er ,  Ar mo n y,  Dr iv er ,  & Dola n ,  2 0 0 1;  

Car r et i é  et  a l . ,  2 0 0 4;  Er t ha l  e t  a l . ,  2 00 5 )。不快刺激が注意を捕捉しやす

い原因として，不快刺激には哺乳類であるヒトにとって脅威となりう

る存在や現象が含まれていることが挙げられている (Öh ma n & M i n eka ,  

20 0 1;  Öh ma n  et  a l . ,  20 0 1;  Hua n g,  C ha ng,  &  C hen,  2 0 11 )。言い換えると，

ヒトにとって天敵となる動物や災害に対する戦略 (防御・回避 )を立て

やすくするために，これらに選択的に注意を向けていると考えられる。



9 

 

このような現象はネガティビティバイアスとして知られており，ヒト

の 生 得 的 な 能 力 で あ る と い わ れ て い る (R oz in  &  R oy z ma n,  2 0 01 )。

Za jo nc  (1 9 80 )はネガティビティバイアスのような刺激に対する注意は

認知的に深い処理を必要とせず，無意識的に行われるとした (感情優

先説 )。感情優先説では，快・不快を判別するのに思考は必要とせず無

意識的に判断されるという立場をとる。まとめると，優先的に知覚さ

れやすい刺激のことを注意が捕捉されやすい刺激といい，不快刺激が

これに該当する。  

 

第 2 節  処理資源  

La vi e (1 9 95 )によると，ある事象に注意を向けている場合には他の事

象に対する注意がおろそかになることがわかっている。そしてこの現

象の説明モデルとして，処理資源という精神的な容量が考えられてい

る。処理資源とは，ヒトが一度に注意を向けて処理できる有限な容量

のことであると定義されている (Ka h n ema n,  19 7 3 )。たとえば，課題に

集中して取り組んでいるときに は多少 の雑音も気にならないとい っ

た例は，処理資源による説明が可能である。すなわち，課題に注意 (処

理資源を投入 )しているために，他の事象に注意が向かなくなってい

る (処理資源を投入できなくなっている )と説明できる。ただ，不快刺

激のような注意を捕捉しやすい刺激に対しては，課題に対する処理資

源 量 の 多 寡 に か か わ ら ず 注 意 を 向 け て し ま う と い う 報 告 も あ る 。

Er t ha l  e t  a l .  (2 0 0 5 )は感情刺激 (中性・不快 )である画像の左右に 2 本の

バーを呈示し，バーの傾きの異同についてボタン押しで反応する課題

を設定した。その結果，不快刺激が呈示された際に行動反応が低下す

ることを示した。同様の傾向は，より遂行が困難な課題 (課題に投入さ
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れる処理資源がより多い課題 )でもみられたことから，処理資源の多

寡にかかわらず不快刺激には優先的に注意が捕捉されるとしている。 

Er t ha l  e t  a l .  ( 2 00 5 )で用いられた課題は，反応の対象となるもの  ( i . e . ,  

バー )  と感情刺激  ( i . e . ,画像 )  が無関係なものであった。すなわち，課

題内で呈示される感情刺激に注意を向ける必要の「ない」課題であっ

たといえる。一方で課題内で呈 示され る刺激に注意を向ける必要 が

「ある」課題も存在している。感情刺激に注意を向ける必要のある課

題と必要のない課題について Ta b l e 1 に示した。前者で用いられる刺

激は課題関連刺激と呼ばれ，後者は課題非関連刺激と呼ばれている。

課題関連刺激は課題非関連刺激と異なり，反応の対象となるものが感

情刺激と同様に呈示される視覚 刺激で あったり感情刺激そのもの に

なっている。たとえば，Gr o en,  Wi j er s ,  Tu cha ,  a n d  A l t ha u s  (2 0 1 3 )は，数

秒間隔で感情刺激のみを呈示し，感情刺激が出てくるたびにボタンを

押す課題を設定した。つまり，感情刺激それ自体が注意を向ける対象

である標的となっているため，感情刺激が課題関連であるといえる。

刺激が課題関連の場合，感情刺激に注意しながら課題を遂行できるた

め，処理資源を感情刺激と課題の両方に平等に投入することができる。

つまり，課題関連刺激は課題非関連刺激に比べて感情刺激の注意に投

入可能な処理資源量が多く，感情刺激に由来する影響も大きくなると

言えるだろう。まとめると，課題関連刺激と課題非関連刺激では，反

応の対象となるもの (ターゲット刺激 )が，前者は刺激そのもの (課題関

連 )で，後者は刺激とは無関係 (課題非関連 )，という違いがある。また，

課題関連刺激の方が課題非関連 刺激に 比べて投入できる処理資源 量

も多いことがわかっている。  
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ターゲット刺激 感情刺激の影響の強さ

課題関連 - 画像(感情刺激と同じ場所) 強

natural 画像(感情刺激と違う場所) 中

synthetic
棒・記号・文字

(感情刺激と違う場所)
弱

課題非関連

Tab le 1  課題関連刺激と非関連刺激の特徴  
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課題非関連刺激を用いて実施される課題は  さらに “s y nt h et i c ”課題

と “ na t ura l ”課 題 の 2 種 類 に 分 け ら れ る (F ei -F ei ,  Va nR u l l en ,  Koc h &  

P er ona ,  2 00 5 ;  S chu p p,  S ch mä lz l e  & F la i s ch ,  20 1 4 )。このうち “ s ynt h et ic ”

課題ではバーの傾き  (E r t ha l  e t  a l . ,  2 0 05 )  や記号  (Wi ens  et  a l . ,  2 0 11 )，

文字  (S chu p p et  a l . ,  2 0 0 7 )といった，感情刺激とは全く無関係の人工的

な視覚刺激がターゲットとして用いられる。一方， “ na t ura l ”課題では

感情刺激とは無関係な日常風景の画像  ( e . g . ,  動物・植物 )  などがター

ゲットとして用いられる  (F e i -F e i  e t  a l . ,  2 00 5;  S chu p p et  a l . ,  20 1 4 )。一

般的に “ na t ura l ”課題は “ s ynt h et ic ”課題に比べて，遂行が容易なことか

ら刺激の影響を受けやすいと言われている (F e i -F e i  e t  a l . ,  2 0 0 5 )。その

理由として， “ na tu ra l ”課題と “ s ynt h et i c ”課題では処理資源の使い方に

違いがあることが挙げられている。まず “ na t ura l ”課題ではターゲット

も感情刺激も画像という同系統の視覚刺激のため，同系統の処理資源

での処理が可能である。そのため，ターゲットに対して処理資源の多

くが投入されていても，同じ画像である感情刺激に対する処理は難し

くないとされている。一方，“s y nt h et ic ”課題では図形 (ターゲット )と画

像 (感情刺激 )は異なる系統の視覚刺激のため，同系統の処理資源での

処理が不可能である。そのため，ターゲットに対して処理資源の多く

が投入されている場合，感情刺激に対する処理資源は枯渇しやすく，

感情刺激の影響を受けにくいとされている (S chu p p  et  a l . ,  20 1 4 )。  

まとめると，課題遂行時に刺激に対して投入可能な処理資源量は，

課題関連刺激，“ na tur a l ”課題の非関連刺激，“ s ynt h et ic ”課題の非関連刺

激の順に減少するといえる。また，不快刺激のような注意を捕捉しや

すい刺激は投入可能な処理資源の影響を受けないという報告がある。 
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第 3 章  感情研究で用いられる生理反応  

 

 

第 1 節  感情刺激に反応する事象関連電位  

第 2 章では感情刺激の影響が「行動反応」に表れる背景には，刺激

に対する注意のしやすさや余剰 の処理 資源の多寡が関係している こ

とを示した。第 3 章では，感情刺激の影響が現れる「生理反応」につ

いて解説する。  

感情研究では行動反 応だけでなく 生理 反応が計測されるこ ともあ

るが，感情研究で用いられる生理反応は末梢系と中枢系に大きく分け

られる。末梢系には心拍・発汗・筋電位などが，中枢系には脳波 ( el ec t r o  

enc ep ha lo gra m;  E E G) /  事象関連電位 ( ev ent - r ela t ed  p ot ent ia l ;  ERP )や機

能的核磁気共鳴画像法 ( fu nc t i o na l  ma g n e t ic  r es o na nc e i ma g in g;  fMR I )の

BOL D 信号などが挙げられる。このなかでも E R P は，頭皮上に装着さ

れた電極から取得した脳波をもとに，極性・部位・潜時・振幅の大き

さなどから特定される脳の微弱な電位変動であり，様々な刺激に対応

して生じることが知られている (入戸野 ,  20 0 5 )。 E RP は他の中枢系の

生理反応に比べて比較的簡便に計測可能であり，刺激との対応関係が

明らかなことから，本研究では生理反応の指標として E RP を用いる。 

ER P の中でも，感情刺激に特異的に反応する成分として後期陽性電

位 ( la t e  p os i t i v e p ot ent ia l ;  LPP )が 知 ら れて い る (レ ビ ュー 論 文と し て

Olof s s o n,  Nor di n ,  S equ ei r a ,  & P ol ic h ,  2 0 08 )。 L P P は，①陽性である，

②頭頂から後頭にかけて観察される，③刺激呈示後 3 0 0 ms 以降に惹

起し，刺激の呈示タイミングにも依存するが他の E R P と比較して遅い

潜時帯でみられるという特徴をもつ ( I t o ,  L a r s en ,  S mi t h ,  & Ca c iop p o,  
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19 9 8;  Ha jca k ,  2 01 2 )。L P P は，中性カテゴリの刺激 (中性刺激 )に比べて

快刺激や不快刺激を観察したと きに振 幅が大きくなることが分か っ

ており，特に不快刺激のほうが快刺激に比べて振幅が増大することが

分かっている (Hua n g & L u o ,  2 0 0 6;  S chu p p et  a l . ,  2 0 04 )。不快刺激が L P P

振幅を増大させる理由として，Ha jca k (2 01 2 )は不快刺激が害虫・猛獣・

暴力シーンといった自己の生死に直接的に関わる場面，すなわち生物

的に重要 (b i o lo g ica l  i mp era t iv e )な情報が多く含まれている刺激から構

成されていることを挙げている。すなわち前述したネガティビティバ

イアスのために，不快刺激は優先的に処理されやすく (注意が向きや

すく )，その結果として L PP 振幅がより大きくなるとしている。また，

感情刺激に対するモチベーションも L P P 振幅を増大させる一要因と

する先行研究 (S chu p p et  a l . ,  2 0 00 ;  Wi ens ,  Sa nd,  Norb erg ,  &  An d er ss o n,  

20 11 )も存在していることから，刺激自体の重要性が L PP 振幅の増大

と密接に関係しているといえるだろう。まとめると，不快刺激は注意

を捕捉しやすい刺激であるために大きな L P P を誘発するといえる。  

 

第 2 節  覚醒度が事象関連電位に与える影響  

LP P は感情価だけでなく覚醒度の影響を受けることが分かっている。

IAPS に お け る 特 に 覚 醒 度 が 高 い 画 像 と し て は 性 的 な 画 像 ( er o t ic  

p ic t ur e)や人体欠損画像 ( mu t i la t io n  p ic t u r e)が知られている。前者は快

刺激で，後者は不快刺激ではあるもののいずれも覚醒度が高く (h i g h  

a r ousa l )，これらの画像は他の覚醒度の高くない快刺激や不快刺激に

比べて大きな L P P を誘発することがわかっている (S chu p p  et  a l . ,  2 00 0 ;  

Wei nb erg  & Ha jca k ,  20 1 0 )。たとえば Wei nb erg  a n d Ha jca k  (2 0 1 0 )は不快

刺激を人体欠損画像・恐怖画像・嫌悪画像に分類したうえでそれぞれ
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の画像観察時の L P P を比較したところ，人体欠損画像では恐怖画像や

嫌悪画像に比べて L PP 振幅の増大がみられたことを報告している。

Wei nb erg  a n d Ha jca k  (2 01 0 )は性的な画像に対しても同様の検証を行っ

ており，同じ快刺激内でも性的な画像観察時には他の快刺激に比べて

LPP 振幅の増大がみられたことを報告している。これらの結果から，

覚醒度が高い画像に関しては，同じ感情カテゴリ ( e . g . ,  快・不快 )内で

も感情価がもつ効果だけでなく覚醒度がもつ効果も L PP に反映され

ることがわかっている。まとめると，刺激の持つ感情価や覚醒度など

様々な要因が L P P 振幅の増大に関係していることがわかっており，感

情価の効果を測定したい場合に は高覚 醒画像を除外することで覚 醒

度の影響をできる限り低減させ るなど の工夫が必要になるといえ る

だろう。  

 

 

第 4 章  他者の感情認知が行動反応・生理反応に与える影響  

 

 

第 1 節  他者の感情認知  

ここまでは感情刺激 中の感情価お よび 覚醒度が行動反応お よび生

理反応に与える影響について解説してきた。ただ，いずれの研究も「他

者の」感情認知というよりは単なる感情認知に着目した研究であるた

め，感情刺激中のヒトの感情が行動反応および生理反応に及ぼす影響

について検討していない。そのため，第 4 章では他者の感情認知に着

目した研究を紹介するとともに，その初期段階にあたる他者への敏感

性に着目した研究を紹介する。  
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他者の感情認知に着目した研究では，感情価という要因に加えて感

情刺激中のヒトの有無を要因の一つとして検討し，その影響を観察す

る。他者の感情認知を検討したこれまでの研究では， L PP を用いた実

験が行われてきた (A l t ha u s  et  a l . ,  2 0 14 ;  Gr o en et  a l . ,  2 01 3 ;  P r ov er b io ,  

Ador n i ,  Za n i ,  &  Tr es t ia nu ,  20 0 9 )。たとえば， Gr o en et  a l .  ( 2 0 13 )は I AP S

画像を花畑・子猫・家具・道具・ヘビ・荒れ果てた廃屋といったヒト

の含まれないもの (ヒトなし刺激 )と笑顔のヒト・赤ん坊・真顔のヒト・

何らかの作業をするヒト・悲しむヒト・暴力を振るうヒトといったヒ

トの含まれるもの (ヒトあり刺激 )に分けたうえで，ヒトの有無や画像

の感情価が L PP 振幅に及ぼす影響を検証した。その結果，ヒトあり刺

激はヒトなし刺激に比べて，刺激観察時の L PP 振幅が増大すること

と，この効果が不快カテゴリにおいて特に顕著であることを示した。

この結果は，L PP 振幅が刺激中の感情価の影響に加えてヒトの存在の

影響も受けることを示しているといえる。つまり， L PP は他者の感情

認知の影響を反映する E R P の一つであるといえるだろう。   

 

第 2 節  他者への敏感性 (他者の感情認知の初期段階 )   

LPP が他者の感情認知 (感情価とヒトの交互作用 )を反映する E RP で

あるならば，感情価が絡まないヒトへの反応，すなわち他者への敏感

性のみを反映する E RP として a nt er ior  N2 が知られている (Gr o en et  a l . ,  

20 1 3;  P r ov er b io ,  Za n i ,  &  Ad or ni ,  2 00 8 )。Ant er i or  N2 は，刺激呈示後 2 0 0 -

30 0 ms 付近の前頭・頭頂近傍でみられる E RP であり，新奇刺激や逸

脱 刺 激 に 対 し て 敏 感 で あ る こ と が わ か っ て い る ほ か ， 認 知 制 御

( co gn i t i v e  cont r o l ) と の 関 連 も 指 摘 さ れ て い る ( e . g . ,  C ou r ch es n e,  

H i l lya r d ,  & Ga la mb os ,  19 7 5 ;  F ols t e in  & Va n P et t en ,  2 0 08 ;  S h ig et o ,  



17 

 

I s h i gur o ,  & Ni t t o no,  2 0 11 )。そして，最近ではヒトあり刺激観察時にも

a nt er ior  N2 振幅の増大がみられたことから (Gr o en et  a l .  20 1 3,  P r o v er b i o  

et  a l . ,  20 0 8 )， a nt er ior  N2 が他者への敏感性にかかわっている E R P で

ある可能性が考えられている。また，他者の感情認知を反映する L PP

に比べて，他者への敏感を反映する a nt e r ior  N2 は時間的に早い段階で

出現する E R P のため，他者の感情認知の初期段階にあたる現象を反映

する E R P であるとも考えられるだろう。つまり，他者への敏感性は他

者の感情認知の初期段階であるとも考えられる。このような他者への

敏感性という現象が存在するこ とは行 動反応を用いた先行研究か ら

も明らかになっており ( e . g . ,  R o,  R us s e l l ,  & L a vi e,  2 00 1 ;  坂田・亀井・

熊田 ,  20 0 6 )，生得的な現象であると考えられている (Fa nt z ,  1 9 63 )。ま

とめると，L P P は他者の感情認知との関連が明らかな一方で，a nt er ior  

N2 は他者の感情認知の初期段階にあたる他者への敏感性との関連が

示されている。  

 

 

第 5 章  本研究の目的と方法  

 

 

 第 4 章で示した他者の感情認知に関する研究から，行動反応や生理

反応 ( i . e . ,  LP P・a nt er ior  N2 )上で他者の感情認知の影響が観察可能であ

ることがわかった。ただ，いずれの研究も観察対象となる感情刺激に

対する余剰の処理資源が充分に確保された実験計画であったため，感

情刺激中の他者に対して充分に注意できる条件となっていた (A l t ha u s  

et  a l . ,  20 1 4;  Gr o en et  a l . ,  20 1 3;  Pr o v er b io  et  a l . ,  2 00 8 ;  P r o v er b io  et  a l . ,  
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20 0 9 )。言い換えると，先行研究の結果からは，処理資源に十分な余裕

がある場合に限って，他者の感情認知がなされていることがわかって

いるといえる。反対に処理資源に余裕がない場合にも他者の感情認知

がなされているかどうかは分かっていないため，処理資源の多寡と他

者の感情認知の関係性については未解明であるといえる。そこで本研

究では，遂行に伴う処理資源の量に差のある課題を遂行させることで，

感情刺激に対して投入できる余 剰の処 理資源量が他者の感情認知 に

及ぼす影響を検討する。本研究の完成により，他者の感情認知がなさ

れるうえでの他者の感情の読み 取り方 略とその処理メカニズムを 明

らかにできると考えている。  

本研究での大まかな実験方法は次のとおりであった。これまでの感

情研究と同様，本研究でも I APS などの感情刺激観察中の実験参加者

の行動反応や E RP 反応を他者の感情認知の指標として利用する。な

お，感情を構成する要素として感情価と覚醒度が存在しているが，他

者の感情認知に着目した先行研究同様，本研究では感情価に着目する。

そのため，感情刺激には I AP S 刺激を感情カテゴリ (快・中性・不快 )に

わけたうえでヒトの有無により分類したものを用いた。また，分類に

あたって，いくつかの感情研究でヒトあり刺激に含まれていた性的な

画像 ( er o t ic  p ic t ur e)や人体欠損画像 ( mu t i la t io n  p ic t ur e )は除外した。前

述のとおり，性的な画像と人体欠損画像は覚醒度が高く ( h i g h  a r ou sa l )，

他の快刺激や不快刺激に比べて大きな LPP を誘発することがわかっ

ている (S c hu p p et  a l . ,  2 0 0 0;  Wei nb erg  &  Ha jca k ,  2 0 10 )ため，これらの画

像とそれ以外の画像を区別せずに感情刺激として用いた場合，刺激が

持つ感情価やヒト由来の効果に 加えて 覚醒度由来の効果も上乗せ さ

れてしまうと考えられる。そのため，本研究ではこれらの画像を用い
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なかった。行動反応には正答反応時間・正答率を用いた。正誤を検出

する課題では正答率の代わりに d プライム (Gr een & S wet s ,  1 96 6 )を算

出した。 d プライムとは信号検出理論を元にした指標であり，正誤の

識別精度を表すものとして知られている (中嶋・森本 ,  2 0 11 )。E R P 反応

には L PP と a nt er ior  N 2 を用いた。本研究では他者の感情認知の指標

として L PP を，他者への敏感性の指標として a nt er i or  N2 を用いた。  

本研究の構成を Tab l e 2 に示した。本研究全体の目的は，処理資源

の多寡が他者の感情認知に与える影響を検討することである。そして

この目的を達成するために，実験が進むに従って感情刺激に投入でき

る処理資源量が減少するように実験を構成した。具体的には，実験 1

では投入できる余剰の処理資源 が研究 全体を通して相対的に多い 刺

激 (課題関連刺激 )を，実験 2 では投入できる余剰の処理資源が研究全

体を通して相対的に中程度の刺激 (課題非関連の “ na tura l ”刺激 )を，実

験 3 では投入できる余剰の処理資源が研究全体を通して相対的に少な

い刺激 (課題非関連の “ s ynt h et ic ”刺激 )を用いた。なお，実験 2 では他

者の感情認知の初期段階にあたる他者への敏感性に焦点を当てた。  

本研究全体の目的に加え，それぞれの実験でも個別に中目的および

小目的を設定した。実験 1 では中目的として意識が他者の感情認知に

与える影響とその性差の有無を検討した。さらに小目的として，課題

関連刺激に対する注意量の影響 (実験 1 -1 )と，刺激の呈示文脈が感情

認知に与える影響 (実験 1 -2 )  に関する検討した。続く実験 2 では中目

的として時間的・空間的制約が他者への敏感性に与える影響に関する

検討した (実験 2 -1・ 2 -2 )。最後の実験 3 では中目的として，注意の捕

捉の速さ (実験 3 -1 - 1・ 3 -1 -2・ 3 -1 -3 )と，注意の捕捉からの解放の速さ

(実験 3 -2 - 1・ 3 -2 -2 )  に関する検討した。  
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第 2 部  

【実験 1】他者の感情認知とその性差の検討：  関連  

 

第 1 章  はじ に  

 

 

本研究の目的である 処理資源の多 寡が 他者の感情認知に与 える影

響の検討のために，実験 1 では，感情刺激に対して投入できる余剰の

処理資源が相対的に多い課題を設定した。具体的には，課題関連の感

情刺激内のヒトの有無が L P P 振幅に及ぼす影響を検討した。すでに同

様の検討は先行研究 ( Al t ha us  et  a l . ,  2 0 1 4 ;  Gr o en et  a l . ,  2 0 13 ;  P r o v er b io  

et  a l . ,  20 0 9 )によりなされているが，これらの研究ではヒトあり刺激に

高覚醒画像が多く含まれていたため，前述したような覚醒度に由来す

る影響を排除できていなかった。そのため，本研究では高覚醒画像を

排除した刺激セットを用いることで，高覚醒画像の影響とは無関係に

他者の感情認知がなされるかどうかを検証する。  

 さらに意識が他者の感情認知に与える影響を検討する (中目的 )ため

に，意識的な他者の感情認知と無意識的な他者の感情認知を比較する。

具体的には無意識的な他者の感情認知の指標として L P P を用い，意識

的な他者の感情認知の指標として主観評価も用いる。そしてこの 2 つ

の指標の一致性を調べることで 意識が 他者の感情認知に与える影 響

について考察する  (F i g .  3 )。例えば，主観評価時には不快カテゴリの

ヒトあり刺激をヒトなし刺激に 比べて より不快であると評価した う

えで，L P P 計測中には不快カテゴリのヒトあり刺激の方が不快カテゴ

リのヒトなし刺激に比べて大きな L P P を惹起した場合には，意識的な  
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F ig .  3  (A)  意識的な他者の感情認知と無意識な他者の感情認知が同質の場合  

      (B)  意識的な他者の感情認知と無意識な他者の感情認知が異質の場合  

      

  的な他者の感情認知

     

   的な他者の感情認知

  
  な 

  

   

  な 

   

    

      

  的な他者の感情認知

     

   的な他者の感情認知

  な   な 
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他者の感情認知 (主観評価 )と無意識的な他者の感情認知 (L PP )の結果

が一致していたといえる (F ig .  3  (A) )。つまり，意識の介入にかかわら

ず他者の感情認知は一貫しているといえる。一方で，これらの結果が

不一致であった場合，意識の介入が他者の感情認知を変化させるとい

える (F ig .  3  (B) )。このような一致性をもとに意識の影響を検討してい

く。なお，感情刺激の主観評価には， S e l f - As s es s ment  Ma ni k in  (S AM ;  

Br a dl ey  &  La n g,  19 9 4 )を用いた (F ig .  4 (A) )。 S AM とは感情価や覚醒度

などにおけるそれぞれの感情次 元につ いてヒトを模したイラスト で

表現したものであり，刺激の評価や自身の感情状態を評価する際に用

いられる。イラストである S AM には文字が含まれていないため，評

価にあたってバイアスが生じにくいほか，年齢や使用言語とは無関係

に評価可能であるという長所がある。  

もう一つの中目的で ある他者の感 情認 知の性差の検討につ いても

言及する。先行研究から女性は男性に比べて無意識的な他者の感情認

知をしやすいことがわかっており，ヒトあり刺激観察時に惹起される

LP P 振幅がより大きいことがわかっている ( Al t hau s  et  a l . ,  2 0 14 ;  Gr oe n  

et  a l . ,  20 1 3;  P r ov er b io  e t  a l . ,  2 0 09 )。この性差の理由として，男性と女

性では他者の感情認知メカニズムに違いがあり (C hr i s t ov-M o or e et  a l . ,  

20 1 4;  I ck es ,  Ges n ,  &  Gra ha m,  2 0 0 0 )，とりわけ女性は L P P のような無

意識の処理に由来する他者の感 情認知 がなされやすいことが挙げ ら

れている (C hr i s t ov- M o or e et  a l . ,  2 01 4 )。そこで，実験 1 では意識が他者

の感情認知に与える影響の検討に加えて，その性差についても検討す

る。  
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F ig .  4  (A)S AM の例 ( Bra dl ey  a n d La ng (1 9 94 )より引用・一部改変 )  

(B)ターゲット画像の例  (C )実験の刺激系列  

 体検   

        
        

        
        

   

   
  検   

   

感情 の   

   の   
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さらに，実験 1 - 1 と実験 1 -2 のそれぞれで小目的を設定した。実験

1 -1 では課題関連刺激に対する注意の影響を，実験 1 -2 では刺激呈示

の文脈の影響についてそれぞれ検討した。  

 

 

第 2 章  【実験 1 -1】関連    に対  注 の多寡の操作  

 

 

第 1 節  目的  

実験 1 - 1 では意識が他者の感情認知に与える影響とその性差を明ら

かにするとともに，刺激に対する注意が与える影響について検討する 。

そのため，刺激に対する構えが異なる 2 種類の課題 (物体検出課題・傾

き検出課題 )を用意した。具体的には物体検出課題は刺激をじっくり

観察する必要がある課題のため刺激に注意が向きやすく，傾き検出課

題は刺激の内容を認知する必要 がない 課題のため刺激に注意が向 き

にくいことを想定したうえで作成された。これにより，実験 1 -1 の小

目的である刺激に対する注意が 与える 影響を明らかにすることが で

きる。仮に刺激に処理資源を充分投入できる状況下でも刺激に対する

注意の差が他者の感情認知に影響するのであれば，課題と感情刺激と

の間の交互作用が L P P 振幅でみられると予想される。  

 

第 2 節  方法  

1 .  実験参加者  

3 6 人の健康な成人 (1 8 -3 5 歳 ;  男性 2 0 人・女性 1 6 人 )が実験に参加

した。すべての実験参加者は裸眼または矯正による健常な視力を有し
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ていた。実験にあたって，国立研究開発法人産業技術総合研究所の人

間工学実験委員会において承認を得て，実験参加者からは書面による

実験参加の同意を得た。本研究で実施されたすべての実験の実験参加

者は実験終了後， 1 時間あたり 1 , 2 5 0 円の報酬を受け取った。  

 

2 .  装置と刺激  

視覚刺 激呈示 装置 として ， 1 7 インチ の CRT ディスプ レイ (S o ny,  

T r in i t r o n  M u l t i s ca n  G22 0 )を用いた。視覚刺激はモニタ上に 1 2 8 0 ×  1 02 4

ピ ク セ ル で 呈 示 さ れ ， M a c OSX 上 で M AT L AB (Mat hW or ks Inc . ) と

Ps yc hop hys ic s  T oo lb ox  (Bra i na r d ,  1 9 97 ;  P e l l i ,  1 9 9 7;  K le i n er  et  a l . ,  2 0 0 7 )

を用いて呈示を制御した。ディスプレイのリフレッシュレートは 6 0 Hz

で固定されており，ディスプレイからの視距離は約 6 0 c m であった。  

10 2 4  ×  76 8 ピクセル (約 2 5 °  ×  1 8 ° )の 5 7 6 枚のカラー画像が視覚刺激

として呈示された。このうち 3 8 4 枚は IAPS から選定した ( Ap p en dix ,  

付録 1 )。そのうち半分の 1 9 2 枚にはヒトが写っており (ヒトあり刺激 )，

残りの 1 9 2 枚にはヒトが写っていなかった (ヒトなし刺激 )。さらに

IAP S (L a ng et  a l . ,  2 00 8 )に付属していた評定スコアに基づき 3 つの感情

カテゴリ (快・中性・不快 )に分類した。 F ig .  5 は本研究で用いた刺激

38 4 枚の L a ng et  a l .  ( 2 00 8 )に基づく平均評定スコアを示している。こ

れらの分類の結果，最終的には各 6 4 枚の 6 種類 (感情カテゴリ  ×  ヒ

トの有無 )が設定された。 I AP S 以外の 1 9 2 枚の画像は著作権フリーの

データベースから選ばれたものであり，ターゲット画像として呈示さ

れた。いずれのターゲット画像も感情的に中性であったが，半分の 9 6

枚にはヒトが写っており，残りの 9 6 枚にはヒトが写っていなかった。  
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F ig .  5  本研究で用いた刺激の L a ng et  a l .  (2 0 0 8 )に基づく平均評定スコア  

エラーバーは標準誤差を示す  
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3.  手続き  

実験参加者は 2 種類の課題 (物体検出課題・傾き検出課題 )を遂行し

た (課題セッション )。いずれの課題も G o/ n o-g o 課題であり，物体検出

課題では画像内に電車が写っている場合に，傾き検出課題では，画像

自体が -5 °傾いている場合にできるだけ速くかつ正確にボタン押しで

反応することが求められた。つまり，物体検出課題では画像の内容を

観察する (刺激に注意を向ける )必要があった一方で，傾き検出課題で

はその必要がなかった。  

それぞれの課題では同じ I AP S 画像が非ターゲット画像として 3 8 4

枚呈示された。また，物体検出課題のターゲット画像には電車が含ま

れている必要があったため，非ターゲット画像には電車が写っていな

いもののみが選ばれた。ターゲット画像は E R P の分析には用いられな

かったため，それぞれの課題で異なるターゲット画像を選定した。物

体検出課題にはヒトと写っている電車の画像 4 8 枚とヒトと写ってい

ない電車の画像 4 8 枚の計 9 6 枚の画像が，傾き検出課題にはヒトが写

っている傾いた画像 4 8 枚とヒトが写っていない傾いた画像 4 8 枚がタ

ーゲット画像として選ばれた。ターゲット画像の例を F i g .  4  (B)に示

した。  

実験の刺激系列を F ig .  4  (C )にて図説した。灰色の画面の中央に黒

色の注視点 (約 5 °  ×  5 ° )が 1 , 0 00 ms 呈示されたのち，画面中央に画像が

2, 00 0 ms 間呈示されるまでを 1 試行とした。画像が消えたのち，すぐ

に次の試行が開始された。各課題は 6 0 試行  ×  8 ブロックで構成され

ており，各ブロック内のうち 2 0 %の試行でターゲット画像が呈示され

た。画像の呈示順はランダムとなっていた。それぞれの課題の前に 1

ブロック分の練習課題が用意されており，本課題とは異なる画像のみ
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で構成されていた。また，各ブロック間で実験参加者は休憩をとるこ

とができた。なお，課題の遂行順による順番効果を考慮して，実験参

加者ごとに物体検出課題と傾き 検出課 題の順番にカウンターバラ ン

スがとられた。  

これら 2 種類の課題終了後，課題セッションで用いられた I AP S 画

像 (非ターゲット画像 )の感情価および覚醒度について主観評価が求め

られた (評価セッション )。評価手法には S AM (Bra dl ey  & L a ng,  1 99 4 )が

用いられ，感情価は 1 (不快 )  -  5 (快 )，覚醒度は 1 (沈静 )  -  5 (興奮 )のそ

れぞれ 5 段階での評価を求めた。本実験ではこのうちヒトあり刺激に

対する感情価とヒトなし刺激に 対する 感情価のスコアの差を意識 的

な他者の感情認知の程度として比較した。画像と S AM は同じ画面上

に呈示され，納得がいくまで画像をみて評価することができた。画像

の呈示順はランダムであり，ターゲット画像は評価対象となっていな

かった。各セッションの間，実験参加者はリクライニングチェアに着

座し，外界からの干渉を受けないブースで課題と評価に取り組んだ。 

 

4 .  E E G の記録方法  

E EG 信号は頭皮上に設置された銀 -塩化銀電極からデジタルアンプ

(N ih o n-Ko h d en,  Neu r ofax  E E G1 1 0 0 )を用いて計測された。頭皮上に設置

された電極は国際 1 0 -2 0 法に基づき，AF z を規準電極として F p1 ,  F p2 ,  

F7 ,  F3 ,  F z,  F 4 ,  F 8 ,  FC z,  T 3,  C3 ,  C z,  C 4,  T 4,  C P z,  T 5,  P 3 ,  P z,  P4 ,  T 6,  P O7 ,  

PO8,  O1,  Oz ,  O2,  O9,  I z ,  O1 0 に装着された。また，両耳朶に装着され

た電極 ( A1 -A2 )の平均値をもとに再基準化が行われた。瞬目および眼

球運動を記録するために，右目の上下と右に 3 箇所，左目の左に 1 カ

所の電極が設置され，垂直方向と水平方向の眼電位 ( e l ec t r oocu lo gra ms ;  
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E OG)が計測された。すべての電極の抵抗値は 1 0 kΩ 以下を基準とした。

計測時の時定数は 1 0 s であった。 E E G および E OG それぞれのシグナ

ルは 1 , 0 00 Hz のサンプリング周波数でデジタル化された。また，オフ

ラインの二次バターワースフィルタによる 3 0 Hz のローパスフィルタ

が施された。  

 

5 .  データ解析  

ノイズが大きく 4 7％以上のデータが除外された結果，加算回数が十

分ではなかったため実験参加者のうち男性 2 名のデータが分析から除

外された。そのため， 3 4 名 (女性 1 6 名 )の実験参加者が分析対象とな

った。 E R P の算出には刺激呈示の 1 0 0  ms 前から 2 , 0 00  ms 後までが用

いられた。 E E GL AB v er s io n  1 1 . 0 . 4 . 3b  (De lor me &  Ma k e ig ,  2 00 4 )を用い

た独立成分分析により瞬目成分が除去された。また，いずれかの電極

部位において 1 試行内で ±8 0 μ V 以上の電位変化が含まれていた場合，

ノイズが大きいとみなし，その試行を分析対象としなかった。刺激呈

示前 1 0 0 ms 区間の平均振幅をベースラインとして補正した。補正後

のトポマップと平均振幅 (F ig .  6 )を確認した結果，本実験では刺激呈示

後 5 5 0 ms から 9 0 0  ms 区間における頭頂部付近 (P 3,  P z,  P 4 )の平均振幅

を L P P として算出した。また，この平均振幅について，実験参加者の

性別 (男性・女性 )，感情カテゴリ (快・中性・不快 ) ,  コンテンツ (ヒトあ

り・ヒトなし )，課題 (物体検出課題・傾き検出課題 )の 4 要因混合計画

の分散分析を実施した。ターゲット画像は脳波の分析対象としなかっ

た。  

行動データについては，正答反応時間，正答反応率が分析対象とな

った。それぞれの結果について，実験参加者の性別 (男性・女性 )，課  
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F ig .  6  (A)  各試行中の条件ごとの平均振幅   

(B)  中性刺激との差分トポマップと差分波形  
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題 (物体検出課題・傾き検出課題 )の 2 要因混合計画の分散分析を実施

した。  

評価セッションにおける評価データについては，感情価と覚醒度の

それぞれの平均評価スコアについて，実験参加者の性別 (男性・女性 )，

感情カテゴリ (快・中性・不快 ) ,  コンテンツ (ヒトあり・ヒトなし )の 3

要因混合計画の分散分析を実施した。  

 

第 3 節  結果  

1 .  ER P  

F ig .  6 に頭頂部付近  (P3 ,  P z,  P 4 )  の平均 ERP 波形を示した。性別  

( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 3 )  ×  コンテンツ  ( 2 )  ×  課題  ( 2 )  の分散分析の結

果，感情カテゴリの主効果 F  ( 2 ,  6 4 )  =  4 8 . 6 ,  p  <  . 0 01 ,  η p
2  =  . 6 0 3,  コン

テンツの主効果 F  ( 1 ,  3 2 )  =  3 0 . 8 ,  p  < . 0 0 1,  η p
2  =  . 49 0  (ヒトあり  >  ヒト

なし )  および課題の主効果 F  ( 1 ,  3 2 )  =  3 0 . 8 ,  p  <  . 0 1 ,  η p
2 =  . 2 4 6 (物体

検出課題  >  傾き検出課題 )がみられた。感情カテゴリの主効果がみら

れたため， Bo nf er r o ni 法による下位検定を実施した。その結果，不快

カテゴリは快カテゴリ (p  <  .  0 5 )，中性カテゴリ (p  <  . 00 1 )，に比べて有

意に大きかった。また，性別  ×  感情カテゴリ  ×  コンテンツの交互作

用 F  (2 ,  32 )  =  3 . 1 7 ,  p  < .0 5 ,  η p
2  =  . 0 9 0 がみられたため B onf er r on i 法に

よる下位検定を実施した。その結果，男性では快・中性カテゴリでの

LPP 振幅はヒ トあり 刺激が ヒトなし 刺 激に比べ て有意 に大きく  (p s  

<  . 0 1 )，不快カテゴリでの L P P 振幅はヒトなし刺激がヒトあり刺激に

比べて有意に大きかった  (p  <  . 0 5 )。一方，女性では快・中性・不快カ

テゴリすべてにおいて L PP 振幅はヒトあり刺激がヒトなし刺激に比

べて有意に大きかった  (p s  <  . 05 )。  



33 

 

2.  行動成績  

正答反応時間，正答反応率の平均値を F ig .  7 に示した。  

正答反応時間：性別  ( 2 )  ×  課題  ( 2 )  の分散分析の結果，課題の主効果

F  ( 1 ,  3 2 )  =  1 2 . 8 ,  p  < .0 0 1,  η p
2  =  . 2 8 5 (傾き検出課題  >  物体検出課題 )の

みがみられた。  

正答反応率：性別  ( 2 )  ×  課題  ( 2 )  の分散分析の結果，課題の主効果 F  

( 1 ,  3 2 )  =  7 . 0 7 ,  p  < .0 5 ,  η p
2  =  . 18 1 (物体検出課題  >  傾き検出課題 )のみ

がみられた。  

 

3 .  評価スコア  

感情価と覚醒度それぞれの平均評価スコアを F ig .  8 に示した。  

感情価：性別  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 3 )  ×  コンテンツ  ( 2 )の分散分析の

結果，感情カテゴリの主効果 F  (2 ,  6 4 )  =  2 9 3. 57 5,  p  < .0 0 1,  η p
2  =  . 90 2,  

コンテンツの主効果 F  ( 1 ,  32 )  =  2 2 . 2 ,  p  < . 0 01 ,  η p
2  =  . 4 10 (ヒトあり  

>  ヒ ト な し )が み ら れ た 。 感 情 カ テ ゴ リ の 主 効 果 が み ら れ た た め ，

Bo nf er r o ni 法による下位検定を実施した。その結果，快カテゴリは中

性カテゴリ (p  <  . 0 01 )，不快カテゴリ ( p  <  .  0 01 )に比べて有意に高く，

中性カテゴリは不快カテゴリ (p  <  .  0 0 1 )に比べて有意に高く評価され

ていた。また，性別  ×  感情カテゴリの交互作用 F  ( 2 ,  6 4 )  =  5 . 5 7 ,  p  <  . 0 5 ,  

η p
2  =  . 1 48，感情カテゴリ  ×  コンテンツの交互作用 F  ( 2 ,  6 4 )  =  2 0 . 0 ,  p  

< . 00 1,  η p
2  =  . 3 8 5 がみられた。そのため，これらについて Bo nf er r o ni

法による下位検定を実施した。性別  ×  感情カテゴリの下位検定の結

果 ， 快 カ テ ゴ リ で は 女 性 は 男 性 に 比 べ て よ り 高 く 評 価 を し て い た  

(p< .0 5 )。 中 性 ・ 不 快 カ テ ゴ リ で は 有 意 な 男 女 差 は み ら れ な か っ た  

(ps >  . 1 5 )。感情カテゴリ  ×  コンテンツの下位検定の結果，不快カテゴ  
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F ig .  7  正答反応時間および正答反応率  

エラーバーは標準誤差を示す  
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F ig .  8  主観評価の平均スコア  

エラーバーは標準誤差を示す  
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リではヒトなし刺激はヒトあり 刺激に 比べてより低く評価されて い

た  (p  <  . 00 1 )。快・中性カテゴリでは有意な差はみられなかった  (p s  

>  . 1 9 )。  

覚醒度：性別  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 3 )  ×  コンテンツ  ( 2 )の分散分析の

結果，感情カテゴリの主効果 F  (2 ,  6 4 )  =  4 6 . 4 ,  p < . 0 0 1,  η p
2  =  . 59 2,  コ

ンテンツの主効果 F  ( 1 ,  3 2 )  =  1 7 . 1 ,  p  < . 00 1,  η p
2  =  . 3 4 8 (ヒトあり  >  ヒ

ト な し ) が み ら れ た 。 感 情 カ テ ゴ リ の 主 効 果 が み ら れ た た め ，

Bo nf er r o ni 法による下位検定を実施した。その結果，不快カテゴリは

快カテゴリ (p  <  . 0 0 1 )，中性カテゴリ (p  <  . 0 01 )に比べて有意に高く，快

カテゴリは中性カテゴリ (p  <  .  05 )に比べて有意に高く評価されていた。

また，性別  ×  感情カテゴリ  ×  コンテンツの交互作用 F  ( 2 ,  6 4 )  =  3 . 4 1 ,  

p  < .0 5 ,  η p
2  =  . 0 9 6 がみられたため B o nf e r r oni 法による下位検定を実施

した。その結果，快・中性カテゴリでは男性・女性ともにヒトあり刺

激をヒトなし刺激に比べてより高く評価をしていた  (p s  <  . 0 5 )。不快

カテゴリでは女性はヒトなし刺 激をヒ トあり刺激に比べてより高 く

評価をしていた  (p  <  . 0 5 )。また，不快カテゴリについて，男性は有意

水準には達しなかったものの同様の傾向があった  (p  =  . 0 8 )。  

 

第 4 節  考察  

実験 1 - 1 では意識が他者の感情認知に与える影響とその性差を検討

することに加えて，課題関連刺激に対する注意が与える影響も同時に

検討した。他者の感情認知の指標として LPP (無意識的な感情認知 )と

主観評価 (意識的な感情認知 )を用いた。 LPP の結果をみたとき，男女

ともに快カテゴリにおいてはヒ トなし 刺激に比べてヒトあり刺激 が

大きな L PP を惹起していた。しかし，不快カテゴリでは，男性はヒト
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あり刺激に比べてヒトなし刺激が，女性はヒトなし刺激に比べてヒト

あり刺激が大きな L P P を惹起していた。このように不快カテゴリでは

男女で異なる結果が得られた。主観評価の感情価に関する結果をみた

とき，快カテゴリではヒトの有無で差がみられなかったものの，不快

カテゴリでは男女ともにヒトあ り刺激 に比べてヒトなし刺激をよ り

不快であると評価していた。これらの結果を総合すると，快カテゴリ

において，意識的な感情認知 (主観評価 )ベースでは男女ともに刺激中

のヒトに対する反応が高くなか ったが ，無意識的な他者の感情認 知

(LPP )ベースにでは刺激中のヒトに対する反応が高かったといえる。

また，不快カテゴリにおいて，意識的な他者の感情認知 (主観評価 )ベ

ースでは男女ともに刺激中のヒトに対する反応が高くなかったが，無

意識的な感情認知 (L PP )ベースでは女性だけが刺激中のヒトに対する

反応が高かった可能性がある。  

女性はいずれの感情 カテゴリにお いて も主観評価にかかわ らずヒ

トあり刺激観察時に L P P 振幅の増大が見られた。言い換えると，女性

の無意識的な他者の感情認知と 意識的 な他者の感情認知は不一致 で

あるといえる。一方で男性は，不快カテゴリのヒトなし刺激察時に L PP

振幅の増大が見られた。この理由として，男性は不快カテゴリのヒト

なし刺激をヒトあり刺激より不 快であ ると主観評価していること か

ら，他者の感情認知に由来する効果よりもより感情的な画像に由来す

る効果が出ていたと考えられる。実際，先行研究 (Du n ni n g & Ha jca k ,  

20 0 9 )によると，より感情的な画像が L PP 振幅の増大につながること

がわかっている。この知見からすると，男性では不快カテゴリのなか

でもより不快 (感情的 )な刺激であるヒトなし刺激が大きな L P P を惹起

した可能性がある。  
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女性の不快カテゴリの結果をみると，意識的な他者の感情認知がさ

れにくくとも無意識的な他者の 感情認 知がされやすかったことが わ

かる。この結果は女性では無意識的な他者の感情認知がなされやすい

という先行研究 ( A l t ha us  et  a l . ,  2 01 4 ;  Gr oen et  a l . ,  2 0 1 3;  P r ov er b io  et  a l . ,  

20 0 9 )の知見と一致するものであり，今回のように高覚醒画像が含ま

れない場合にも一貫してこの効果がみられることを示している。つま

り，女性の無意識的な他者の感情認知が男性に比べて強力であること

が改めて示されたといえるだろう。一方で男性は不快カテゴリでは無

意識的な他者の感情認知が強力ではなかったものの，その他の感情カ

テゴリでは無意識的な他者の感情認知がみられた。このことから女性

の方がより強力ではあるが，男女ともに感情刺激内のヒトに対する無

意識的な感情認知をしていることがわかった。女性の方が無意識的な

他者の感情認知 をしやすい という結果 は先行研究 (C hr is t ov-M oor e et  

a l . ,  2 01 4 )とも一致しており，本実験の結果はこの傾向を保証するもの

であるといえる。これらの結果は，意識の介入により他者の感情認知

が変化しうることを示唆している。  

本実験では課題に対 する注意が無 意識 的な感情認知に与え る影響

も併せて検討した。行動指標の結果をみると，傾き検出課題の方が 物

体検出課題に比べて遂行が困難であることも示されていたことから，

感情刺激に 対する注 意の多寡 に違いが 出ていた (物体 検出課 題  >  傾

き検出課題 )と考えられる。実際，L P P の結果をみると，遂行が容易な

物体検出課題の方が遂行が困難 な傾き 検出課題に比べて課題遂行 中

により大きな L PP を惹起していたことから刺激そのものに対する注

意量がそのまま L P P に反映されているといえる。つまり，注意の多寡

が L P P の振幅に影響を与えることが示しているといえる。この結果は
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先行研究の結果 (Ha jca k ,  2 01 2 ;  Wi ens  et  a l . ,  2 01 1 )と一致しており， L PP

が注意の影響を受けやすいとい う知見 をより補強するものである と

いえる。ただし，課題と他の要因との間に交互作用はみられなかった

ことから，無意識的な他者の感情認知に対する注意の影響は認められ

なかったといえるだろう。つまり，課題関連刺激では感情刺激に対す

る処理資源がすでに十分確保されているため，注意の多寡が無意識的

な他者の感情認知を含めた感情 反応の 喚起に干渉するほどの要因 に

はなりえなかったと考えられる。また，課題関連刺激では感情反応の

喚起には処理資源を必要としないとも考えられるだろう。いずれにせ

よ，無意識的な他者の感情認知と注意の多寡との関連は本実験では観

察されなかった。  

まとめると，主観評価では見られなかった他者の感情認知が L P P で

はみられたことから，無意識的な他者の感情認知が強力なものであり，

特に女性ではその影響が大きいことがわかった。このような違いがみ

られたことから，意識の介入が他者の感情認知に影響するということ

が示されたといえる。また，感情刺激が課題関連である場合，注意の

多寡が無意識的な他者の感情認知に影響しないことが示された。  
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第 3 章  【実験 1 -2】  関連  内の感情 の一致性の操作  

 

 

第 1 節  目的  

実験 1 - 2 の小目的は刺激の呈示文脈が他者の感情認知に与える影響

を検討することである。実験 1 -1 から無意識的な他者の感情認知が強

力であることがわかった。もしこの無意識的な他者の感情認知が非常

に強力であるならば，感情刺激内のヒトがどのような状況下にあった

としても無意識的な他者の感情認知が喚起されると可能性がある。す

なわち，ヒトが不快表情を浮かべていればヒトの置かれた背景が真逆

のシチュエーション ( e . g . ,  花畑・パーティーの風景 )であったとしても，

ヒトに対する無意識的な他者の 感情認 知が喚起されるとも考えら れ

るということである。一方で， Da v enp o r t  a n d  P ot t er  ( 2 00 4 )はヒトが正

確に認知されるためには背景と の意味 的な一致性が重要であると し

ており，無意識的な他者の感情認知がなされるにあたってもこの意味

的な一致性が大きな役割を果たしている可能性がある。また，過去の

研究で用いられたヒトあり刺激 はヒト の表情と背景の感情価が意 味

的に一致したもので構成されていたため，ヒトと背景の感情価が不一

致な状況下でも無意識的な他者 の感情 認知がなされるかどうかは 不

明である。そこで実験 1 -2 ではヒトと背景の感情価の一致性が無意識

的な他者の感情認知と関係しているのかどうかを検証する。このため

に，ヒトの顔のみが写った画像 (表情画像 )とその背景となる画像 (背景

画像 )を組み合わせた刺激を作成し，刺激観察中の L PP 振幅を測定し

た。もし，一致性が重要となるならば同じ感情価同士が組み合わされ

た刺激 ( e . g . ,  不快背景に不快表情 )を観察したときのみ L PP 振幅の増
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大がみられ，一致性が重要でないならばどのような組み合わせでも画

像中のヒトの感情価に依存した L P P 振幅の増大がみられるだろう。  

 

第 2 節  方法  

1 .  実験参加者  

3 8 人の健康な成人 (1 8 -3 1 歳 ;  男性 1 8 人・女性 2 0 人 )が実験に参加

した。その他の条件は実験 1 -1 と同様であった。  

 

2 .  装置と刺激  

装置はデジタルアンプが Ni h on-K o hd en,  Neu r ofax  E E G12 0 0 に変更さ

れたことを除き，実験 1 -1 と同様であった。  

76 8 枚のカラー画像が視覚刺激として呈示された。このうち 5 7 6 枚

は非ターゲット画像で， 1 9 2 枚はターゲット画像であった  (Ta b l e 3 )。

実験では背景画像の中央に表情画像を重ねたものが呈示された  (F ig .  

9 )。非ターゲット画像の場合，背景画像には IAP S 画像を，表情画像

には正面を向いた KDE F 画像 (L u n d qv is t  e t  a l . ,  1 99 8 )を用いた。他方で

ターゲット画像の場合，背景画像には著作権フリーのデータベースか

らヒトの含まれていない感情的に中性な画像を，表情画像には K 左方

向または右方向を向いた驚愕表情の KD EF 画像を用いた。非ターゲッ

ト画像の背景画像は実験 1 -1 で用いた画像のうちヒトなし刺激の快・

中性・不快の 3 カテゴリ各 6 4 枚ずつ計 19 2 枚をそのまま用いた。ま

た，表情画像は新たに選定した。 KDE F の感情カテゴリのうち幸福表  
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種類 背景画像 表情画像(KDEF) 呈示数

非ターゲット 快カテゴリ (IAPS) 快カテゴリ 64

非ターゲット 快カテゴリ (IAPS) 中性カテゴリ 64

非ターゲット 快カテゴリ (IAPS) 不快カテゴリ 64

非ターゲット 中性カテゴリ (IAPS) 快カテゴリ 64

非ターゲット 中性カテゴリ (IAPS) 中性カテゴリ 64

非ターゲット 中性カテゴリ (IAPS) 不快カテゴリ 64

非ターゲット 不快カテゴリ (IAPS) 快カテゴリ 64

非ターゲット 不快カテゴリ (IAPS) 中性カテゴリ 64

非ターゲット 不快カテゴリ (IAPS) 不快カテゴリ 64

ターゲット 中性カテゴリ (非IAPS) 驚愕表情 (左) 96

ターゲット 中性カテゴリ (非IAPS) 驚愕表情 (右) 96

Tab le 3  実験で呈示した刺激の組み合わせ  



43 

 

 

  

F ig .  9  実験で用いた画像の例  

図中ではターゲット画像を示した  

 情  

    

実験      
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情 (ha p p y)を快表情，無表情 ( n eu t r a l )を中性表情，恐怖表情 ( a fr a id)を不

快表情とし，快・中性・不快の 3 カテゴリ各 6 4 枚ずつ (6 4 人分のモデ

ル )の計 1 9 2 枚を用いたうえ，モデルの性別が男女で同数になるよう

に選定した ( Ap p en d ix ,  付録 2 )。なお，背景画像と表情画像で画像のサ

イズが異なっており，背景画像は 1 0 2 4  ×  7 6 8 ピクセルで表情画像は

18 8 ×  2 5 4 ピクセルであった。  

 背景画像と表情画像の組み合わせ方を Tab l e 4 に示した。非ターゲ

ット画像の組み合わせ方は背景画像 (快・中性・不快 )  ×  表情画像 (快・

中性・不快 )の 9 種類であった。各種類の 6 4 枚の背景画像に対して 6 4

枚の表情画像がランダムに重ね合わせられた結果，各組み合わせは 6 4

枚の画像で構成された。また，各画像は 3 回ずつ使用された。ターゲ

ット画像の組み合わせ方は背景画像 (中性 )  ×  表情画像 (右・左 )の 2 種

類であった。6 4 枚の背景画像に対して 6 4 枚の表情画像がランダムに

重ね合わせられたものが 3 セット用意された結果，合計の呈示数が

19 2 枚になった。  

 

3 .  手続き  

課題セッションでは実験参加者は G o/ n o- go 課題を遂行した。課題

では画像の中央に呈示される表 情画像 が左方向または右方向を向 い

ている場合にボタン押しで反応することが求められた。ターゲット画

像は E R P の分析には用いられなかった。  
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灰色の画面の中央に黒色の注視点 (約 5 . 0 ° ×  5 . 0 ° )が 1 ,0 0 0 ms 呈示さ

れたのち，画面中央に画像 (約 2 5 ° ×  18 ° )が 2 ,0 0 0 ms 間呈示されるまで

を 1 試行とした。画像が消えたのち，すぐに次の試行が開始された。

課題は 4 8 試行  ×  1 6 ブロックで構成されており，各ブロック内のうち

25 %の試行でターゲット画像が呈示された。画像の呈示順はランダム

となっていた。課題の前に 1 ブロック分の練習課題が用意されており，

本課題とは異なる画像のみで構成されていた。また，各ブロック間で

実験参加者は休憩をとることができた。  

課題セッション終了後，課題セッションで用いられた I AP S 画像と

KDEF 画像 (いずれも非ターゲット画像のみ )の感情価および覚醒度に

対して主観評価が求められた (評価セッション )。実験 1 -1 と同様に評

価には S AM (Bra dl ey  & La n g,  19 9 4 )が用いられ，感情価と覚醒度につ

いてそれぞれ 5 段階での評価を求められた。画像と S AM は同じ画面

上に呈示され，納得がいくまで画像を観察し，評価することができた。

評価セッションでは背景画像と 表情画 像はそれぞれ重ねていない 状

態で呈示された。画像の呈示順はランダムであり，ターゲット画像は

評価対象としなかった。  

 

4 .  E E G の記録方法  

E E G および E OG の記録方法は，頭皮上に装着した 2 7 カ所の電極の

位置が F p1 ,  F p 2,  F 7 ,  F 3 ,  F z ,  F 4 ,  F 8 ,  FC z ,  T 3,  C 3,  C z,  C 4,  T 4,  C P z,  T 5,  
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P3,  P z,  P 4 ,  T 6,  P O7,  P O3 ,  P Oz,  P O4,  P O8 ,  O1,  Oz,  O2 に変更されたこと

を除き実験 1 -1 と同様であった。  

 

5 .  データ解析  

ノイズが大きいため 5 0％以上のデータが除外された結果，加算回数

が十分ではなかったため実験参加者のうち男性 3 名・女性 1 名のデー

タが分析から除外された。そのため， 3 4 名 (女性 1 9 名 )の実験参加者

が分析対象となった。E R P の算出には刺激呈示の 1 0 0 ms 前から 2 ,0 0 0  

ms 後までが用いられた。補正後のトポマップと平均振幅 (F ig .  1 0 )を確

認した結果，本実験では刺激呈示後 4 0 0  ms から 1 , 20 0 ms 区間におけ

る頭頂  -  後頭部付近 (P 3,  P z,  P 4 ,  P O3,  P Oz,  P O4 )の平均振幅を L PP と

して算出した。また，この平均振幅について，実験参加者の性別 (男性・

女性 )，背景画像 (快・中性・不快 ) ,  表情画像 (快・中性・不快 )の 3 要

因混合計画の分散分析を実施した。その他の E RP の算出方法は実験 1 -

1 と同様であった。  

行動データについては，正答反応時間，正答反応率が分析対象とな

った。それぞれの結果について，実験参加者の性別 (男性・女性 )によ

る t 検定を実施した。  

評価セッションで得 られた感情価 と覚 醒度の平均評価スコ アにつ

いて，実験参加者の性別 (男性・女性 )，感情カテゴリ (快・中性・不快 )

の 2 要因混合計画の分散分析を背景画像と表情画像それぞれについて

実施した。  
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F ig .  1 0  (A)  各試行中の条件ごとの平均振幅  

(B)背景画像における中性刺激との差分トポマップ  

 (B )  
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第 3 節  結果  

1 .  ERP  

F ig . 1 0 に頭頂 -後頭部付近  (P 3 ,  P z,  P 4 ,  PO3,  P Oz,  P O4 )  の平均 E RP

波形 を 示 した 。 性 別  (2 )  ×  背景 画像  ( 3 )  ×  表情 画 像  ( 3 )  につ いて

Gr een hou s e-G e is s er の修正を施した分散分析の結果，背景画像の主効

果 F (1 . 7 5 ,  5 5 . 85 )  =  22 .0 7 ,  p  <  . 0 0 1,  η p
2  =  . 41 ,  表情画像の主効果 F (1 . 95 ,  

62 .4 5 )  =  5 . 7 3 ,  p  <  . 0 1 ,  η p
2  =  . 1 6 がみられた。背景画像の主効果がみら

れたため，Bo nf er r o n i 法による下位検定を実施した。その結果， 不快

カテゴリは快カテゴリ (p  <  . 0 01 )，中性カテゴリ (p  <  .  00 1 )に比べて有

意に振幅が大きかった。表情画像の主効果がみられたため，B onf er r on i

法による下位検定を実施した。その結果，不快カテゴリは快カテゴリ

(p  <  . 0 5 )，中性カテゴリ (p  <  .  0 5 )に比べて有意に振幅が大きかった。

また，性別  ×  表情画像の交互作用 F (1 .9 5 ,  62 .4 5 )  =  5 .6 2 ,  p < .0 1 ,  η p
2  

=  . 15 がみられたため B o nf er r o ni 法による下位検定を実施した。その

結果，女性では表情画像の不快カテゴリ観察時の L PP 振幅が快カテ

ゴリ  (p  <  . 0 0 1 )  および中性カテゴリ  (p  <  . 0 5 )  に比べて有意に大きか

った。一方で男性ではこのような差はみられなかった  (p s  >  .8 3 )。  

 

2 .  行動成績  

正答反応時間，正答反応率の平均値を F ig .  11 に示した。  

正答反応時間：性別を要因とする t 検定の結果，性別間の有意差は認

められなかった  (p  =  . 07 )。  

正答反応率：性別を要因とする t 検定の結果，性別間の有意差は認め

られなかった  (p  =  . 0 7 )。  
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F ig .  11  正答反応時間および正答反応率  

エラーバーは標準誤差を示す  
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3.  評価スコア  

感情価と覚醒度それぞれの平均評価スコアを F ig . 1 2 に示した。  

感情価：背景画像について性別  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 3 )の分散分析の

結果，感情カテゴリの主効果 F (2 ,  6 4 )  =  3 46 .9 ,  p  <  . 0 0 1,  η p
2  =  . 9 2 がみ

られたため， Bo nf er r o n i 法による下位検定を実施した。その結果，快

カテゴリは中性カテゴリ (p  <  . 0 01 )，不快カテゴリ (p  <  .  0 0 1 )に比べて

有意に高く，中性カテゴリは不快カテゴリ (p  <  .  00 1 )に比べて有意に

高く評価されていた。表情画像について同様の分散分析を行った結果，

感情カテゴリの主効果 F (2 ,  6 4 )  =  2 81 .5 ,  p  <  . 0 0 1,  η p
2  =  . 9 0 がみられ

たため， Bo nf er r on i 法による下位検定を実施した。その結果，快カテ

ゴリは中性カテゴリ (p  <  . 0 01 )，不快カテゴリ ( p  <  .  0 0 1 )に比べて有意

に高く，中性カテゴリは不快カテゴリ ( p  <  .  0 01 )に比べて有意に高く

評価されていた。  

覚醒度：背景画像について性別  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 3 )の分散分析の

結果，感情カテゴリの主効果 F (2 ,  6 4 )  =  2 4 . 91 ,  p  <  . 0 0 1,  η p
2  =  . 4 4 がみ

られたため， Bo nf er r o n i 法による下位検定を実施した。その結果，不

快カテゴリは快カテゴリ (p  <  . 0 01 )，中性カテゴリ (p  <  .  0 0 1 )に比べて

有意に高く，快カテゴリは中性カテゴリ (p  <  .  0 0 1 )に比べて有意に高

く評価されていた。表情画像について同様の分散分析を行った結果，

感情カテゴリの主効果 F (2 ,  6 4 )  =  6 5 . 39 ,  p  <  . 0 0 1,  η p
2  =  . 6 7 がみられ

たため， Bo nf er r on i 法による下位検定を実施した。その結果，不快カ

テゴリは快カテゴリ (p  <  . 01 )，中性カテゴリ ( p  <  .  00 1 )に比べて有意

に高く，快カテゴリは中性カテゴリ ( p  <  .  0 1 )に比べて有意に高く評価

されていた。  
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F ig .  1 2  主観評価の平均スコア  

エラーバーは標準誤差を示す  

   

   

   

   

   

   

  性   
   

   

   

   

   

   

  性   

   

   

   

   

   

   

  性   
   

   

   

   

   

   

  性   

 性  性

感
情
 

 
 
 

 情  

    

        

        

        

        
    

    

    
    

        
        

    
                    

    
    



52 

 

第 4 節  考察  

実験 1 - 2 では課題関連刺激内の感情価の一致性が無意識的な他者の

感情認知に与える影響とその性差を検討した。L P P の結果をみたとき，

女性のみで背景の感情価にかかわらず不快表情に対する L PP 振幅の

増大が見られた。このことから，女性は背景の感情価にかかわらず不

快表情のヒトに対する無意識的な感情認知をしており，男性では背景

の感情価との一致・不一致にかかわらず無意識的な他者の感情認知が

なされにくい可能性が示された。つまり，男性に比べて女性の無意識

的な他者の感情認知が強力なものであるといえるだろう。ただ ，実験

1 -2 での意識的な感情認知の結果を見ると快表情と不快表情に対する

評価はいずれも中性表情とは乖離している。にもかかわらず，快 表情

では同様の他者の感情認知がみられなかったことから，この現象は不

快カテゴリ特有のものであると考えられる。  

前述したように不快刺激は快刺激に比べて注意を捕捉しやすく，よ

り 大 き な L PP を 惹 起 す る こ と が わ か っ て い る (Hu a ng & L u o 2 0 0 6;  

Hua ng et  a l . ,  2 0 11 ;  Öh ma n et  a l . ,  2 0 0 1;  Öh ma n & M in eka ,  2 0 01 ;  S chu p p  

et  a l .  2 0 0 4 )。そしてこの知見を実験 1 - 2 の結果に当てはめると，今回

みられた女性の不快表情に対す る無意 識的な感情認知もこの現象 と

関係している可能性が高いといえるだろう。つまり，今回の実験のよ

うに表情と背景の感情価の一致 性が試 行ごとに異なる条件下では 注

意が捕捉されやすい不快カテゴ リにお いてのみ無意識的な他者の 感

情認知がなされたといえるだろう。反対に今回のような条件下では快

カテゴリにおいて他者の感情認知がみられなかったことから，背景の

文脈が快表情に対する無意識的 な感情 認知がなされる要因の一つ と

なっているとも考えられる。まとめると，男性に比べて女性の無意識
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的な他者の感情認知は強力であるが，感情価の一致性が伴わない場合

にはその効果が不快カテゴリにのみ留まるということがいえる。  

表情画像に対する反応は女性特有のものであったが，背景画像に対

する反応をみると男女ともにそ の他の カテゴリに比べて不快カテ ゴ

リで L P P 振幅の増大が見られている。この結果は実験 1 -1 におけるヒ

トなし刺激内の結果と一致しており，感情価由来の L PP はヒト由来の

LP P よりも喚起されやすいことが示された。  

実験 1 - 2 における L P P の潜時帯は 4 0 0 -1 ,2 00 ms であった。これは補

正後の平均トポマップおよび平 均振幅 をもとに導出したものであ っ

たが，実験 1 -1 の潜時帯 (5 5 0 -90 0 ms )に比べて長時間であったといえ

る。L PP のように勾配が緩やかかつ長時間にわたる E RP ではピーク潜

時がはっきりとしないため，ピーク潜時を規準とせずに特定の時間窓

に お け る 区 間 平 均 振 幅 に よ る 分 析 が な さ れ る ( Alt ha u s  et  a l . ,  2 01 4 ;  

Gr o en et  a l . ,  2 0 13 ;  P r o v erb i o  et  a l . ,  2 0 0 9 )。ただ，区間平均振幅を用い

て分析を行う場合，時間窓の取り方によって結果が大きく異なるため，

他の時間窓においても同様の結 果が得 られるかどうかを検証する こ

とが望ましいとされている (L u c k & Ga sp e l i n ,  2 01 7 )。すなわち，実験に

おいてみられた効果が特定の時 間窓の みでみられる効果ではない と

いうことを示す必要があるとしている。そこで実験 1 -2 で今回用いた

時間窓と異なる場合にも同様の効果がみられるかどうかを検証した。

異なる時間窓として実験 1 - 1 の潜時帯 ( 55 0 -9 00 ms )を用いて分析を行

った結果，効果量に差がみられたものの完全に一致する有意な結果が

得られた。このことから，実験 1 -2 で示した結果は特定の時間窓に依

存することなくみられる結果であるといえるだろう。  

結論として，女性の不快カテゴリのヒトに対する無意識的な感情認
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知は背景の文脈との感情価との一致性とは無関係に喚起されるが，不

快背景に対する感情反応は男女 ともに 背景と表情の感情価との一 致

性と無関係に喚起されることが示された。  

 

 

第 4 章  まと  

 

 

実験 1 では相対的に多くの処理資源が感情刺激に投入されている状

況下での他者の感情認知について検討することで，本研究全体の目的

である処理資源が他者の感情認 知に与 える影響の一部を明らかに す

ることを目的とした。また， L PP を無意識的な他者の感情認知の指標

として，主観評価を意識的な他者の感情認知の指標として用いること

で，意識が他者の感情認知に与える影響とその性差について明らかに

す る こ と を 中 目 的 と し て 設 定 し た 。 こ れ ま で の 研 究 ( A l t ha u s  et  a l . ,  

20 1 4;  Gr oen et  a l . ,  20 1 3;  P r ov er b io  et  a l . ,  2 0 09 )から男性に比べて女性

の方が無意識的な他者の感情認 知をし やすいことが明らかになっ て

いたが，刺激の統制が不十分であったため本実験では新たに刺激を選

定し直したうえで意識が他者の 感情認 知に与える影響について再 検

討した。また，①課題関連刺激に対する注意の多寡の影響 (実験 1 -1 )と

②課題関連刺激内の感情価の一致性の影響 (実験 1 -2 )について検討す

ることも小目的として設定した。  

実験 1 - 1 では感情刺激に対する主観評価には意識的な他者の感情認

知が，感情刺激観察時の L P P には無意識的な他者の感情認知が反映さ

れると考え，それぞれの結果を比較した。その結果，男女ともに快カ
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テゴリのヒトに対して意識的な 他者の 感情認知がみられなかった も

のの，無意識的な他者の感情認知がみられた。一方で男女ともに不快

カテゴリのヒトに対する意識的な感情認知はみられなかったが，女性

のみで無意識的な感情認知がみられた。このことは女性における他者

の感情認知が強力であることを示しているといえる。同時に注意の多

寡が他者の感情認知に与える影響も検討したが，感情刺激に対する処

理資源が充分に確保されている条件下では，注意の多寡が他者の感情

認知に影響を与えるほどの要因にはなりえないことがわかった。  

実験 1 - 2 では刺激内の文脈の一致性がヒトの正確な認知につながる

という先行研究の知見 (Da v enp or t  & P ot t er ,  20 0 4 )を元に，無意識的な

他者の感情認知がなされるうえ で刺激 中のヒトの表情と背景の感 情

価の一致性が重大な要因となりうるのかどうかを，L PP を用いて検討

した。その結果，女性のみで背景の一致性とは無関係にヒトの不快表

情に対する無意識的な感情認知が喚起された。快表情では同様の結果

がみられなかったことから，女性の他者の感情認知は強力ではあるも

のの，一致性が伴わない場合には注意を捕捉しやすい不快表情のみで

その効果が認められたと考えられる。  

以上の結果を総合すると，意識が他者の感情認知に与える影響とそ

の性差について，①無意識的な他者の感情認知は意識的な他者の感情

認知に直接反映されない，②不快表情に対する女性の無意識的な他者

の感情認知はヒトの置かれたシ チュエ ーションの影響を受けない ほ

ど強力である，③感情刺激に対して充分な処理資源が投入可能な場合

には，注意の多寡が他者の感情認知に影響を与えることはない，の 3

点が明らかになった。  
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な お ， 実 験 1 -1 の 結 果 は E x p er i menta l  Bra in  R es ea r c h 誌 (Ka t o  &  

T a keda  , 20 1 7a )へ，実験 1 -2 の結果は Neu r os c i enc e L et t er s 誌 (Ka t o &  

T a keda  , 2 01 7 b )へそれぞれ掲載済みである。  
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第 3 部  

【実験 2】他者への敏感性の検討 :課題非関連 (“ nat ur al”刺激 )  

 

第 1 章  はじめに  

 

 

本研究全体の目的で ある処理資源 の多 寡が他者の感情認知 に与え

る影響の検討のために，実験 2 では，感情刺激に対して投入できる余

剰の処理資源が相対的に中程度の課題を設定した。具体的には，課題

非関連の感情刺激内のヒトの有無が a nt er ior  N2 に及ぼす影響を検討

した。  

本研究全体の目的は他者の感情認知について検討することである。

ただ，他者の感情認知がなされるためには画像内の感情価とヒトとい

う 2 つの要素が必須であり，感情価単独では他者の感情認知は喚起さ

れえないといえる。そのため，他者の感情認知についてより精緻に検

討するにあたり，その初期段階にあたると考えられる他者への敏感性

を検討することが重要であるといえる。そこで実験 2 では，感情刺激

に対して投入できる余剰の処理 資源が 相対的に中程度の課題遂行 時

の a nt er i or  N2 を計測し，処理資源が他者への敏感性に与える影響を明

らかにする。   

実験 2 の中目的は時間的・空間的制約が他者への敏感性に与える影

響を検討することである。つまり，実験 2 では時間的・空間的な注意

の操作することで他者への敏感性が受ける影響も同時に検討する。同

様の操作 (注意の操作 )は実験 1 -1 で実施済みであるが，刺激に対する

処理資源が充分に投入可能な課 題であ ったため注意の影響はみら れ
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なかった。そのため，実験 2 では課題関連刺激に比べて投入できる処

理資源量が限定される課題非関連刺激を用いた。  

第 1 部で述べたように課題非関連刺激呈示時に実施される課題には

“s ynt h et ic ”課題と “ na t ura l”課題の 2 種類があり，処理資源の使い方が

それぞれの課題で異なるために 刺激か ら受ける影響に差があるこ と

がわかっている。本実験では，課題非関連刺激の中でも相対的に処理

資源を確保することのできる “ na t ura l ”課題を実験課題として設定した。

“Na tu ra l ”課題の実験操作には S chu p p et  a l .  ( 20 1 4 )と同様のものを用い

た。S chu p p et  a l .  (2 0 14 )は感情刺激の中央にターゲット刺激 (物体画像 )

を重ねた画像を呈示し， 2 種類の条件を設定した。具体的には，ター

ゲット刺激である物体画像に対する弁別を求めたアクティブ課題と，

同じ刺激を呈示するものの刺激 を呈示 するものの弁別を求めずに た

だ画像を見つめるだけのパッシブ課題が用意されていた。アクティブ

課題はターゲット刺激に注意す る必要 があるため感情刺激に対す る

注意が減少することが想定された。そしてこの 2 条件を比較すること

で，刺激に対する空間的な注意の操作が感情刺激から受ける反応に影

響するかどうかを E R P を用いて検討した。E R P を分析した結果，刺激

に対してより多くの注意を向け ること のできるパッシブ課題のみ で

感情刺激由来の効果がみられた。この結果はたとえ相対的に処理資源

を確保することのできる “ na tura l ”課題であったとしても，空間的な注

意が枯渇することで感情価から 受ける 影響が減じることを表して い

るといえる。このように S chu p p  et  a l .  ( 20 1 4 )が用いた “ na t ura l ”課題は

感情刺激に対する注意の操作が可能であり，かつその影響を E R P で観

察できる手法であるといえる。ただ， S chu p p et  a l .  (2 0 14 )の研究は感

情刺激の影響を調べた研究のため，画像内の他者への敏感性が注意の
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多寡から受ける影響については未だ明らかではない。そのため，実験

2 では先行研究同様， “ na t ura l ”課題内にアクティブ課題とパッシブ課

題を設定し，刺激に対する空間的な注意の多寡を操作することで，画

像内の他者への敏感性と注意の関係性を検討する。さらに実験 2 では

時間的な注意も操作した。すなわち，感情刺激の観察可能時間を変化

させた。これにより，空間的な注意の多寡だけでなく時間的な注意の

多寡の影響についても検討が可能となる。そのため，感情刺激とター

ゲットを含めた画像を長時間呈示した場合 (実験 2 -1 )と短時間呈示し

た場合 (実験 2 -2 )の E RP をそれぞれ観察し，刺激の呈示時間が画像内

の他者への敏感性に与える影響を検討した。  

本実験では他者への敏感性を反映する ERP として a nt er ior  N2 に着

目した。実験 1 で検討した L P P が後期成分であり，他者の感情認知な

どの比較的高次の認知処理を反映している E R P である一方で，a nt er ior  

N2 は他者の感情認知に至るまでの初期的な処理である他者への敏感

性 が 反 映 さ れ て い る と 考 え ら れ る ( e . g . ,  C our ch es n e et  a l . ,  1 9 75 ;  

F ols t ei n  & Va n P et t en ,  2 0 08 ;  S hi g et o  et  a l . ,  2 0 11 )。そのため，他者への

敏感性を明らかにすることが目的の実験 2 において a nt er ior  N2 は研

究の目的に適った E R P 成分であると考えられる。  

以上を踏まえて実験 2 では実験 2 -1 として長時間提示による “ na t ura l ”

課題を，実験 2 -2 として短時間提示による “ na t ura l ”課題を設定したう

えで，先行研究と同様にそれぞれの実験内でも 2 種類の課題 (アクテ

ィブ課題・パッシブ課題 )を設定した。そして課題遂行中の a nt er ior  N2

を観察し，刺激に対する時間的・空間的な注意の多寡が画像内の他者

への敏感性に与える影響について検討する。  
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第 2 章  【実験 2 -1】関連非課題刺激 (“ nat ur al”刺激 )が長時間呈示さ

れた場合の他者への敏感性  

 

第 1 節  目的  

実験 2 - 1 では課題非関連刺激が長時間呈示された (時間的制約が弱

い )場 合 の 他 者 へ の 敏 感 性 を 検 討 す る 。 基 本 的 な 画 像 の 呈 示 条 件 は

Schu p p et  a l . ,  ( 20 1 4 )が実施した手続きに従ったが，先行研究はヒトの

知覚を目的とした実験ではなかったため，感情刺激およびターゲット

を本実験の目的に沿ったものに変更した。また，先行研究では短時間

呈示条件のみ設定されていたが，実験 2 では中目的として時間的な注

意の多寡が画像内の他者への敏 感性に 与える影響についても検討 す

るため，短時間呈示条件の比較対象として長時間呈示条件を 新たに設

定し，実験 2 -1 とした。また，空間的な注意の多寡を操作するために

先行研究同様，条件は 2 種類 (アクティブ課題・パッシブ課題 )用意さ

れた。仮に他者への敏感性が空間的な注意の影響を受けないと考えら

れるのであれば，アクティブ課題とパッシブ課題の両者においてヒト

あり刺激が a nt er ior  N2 振幅の増大を引き起こすと予想される。  

 

第 2 節  方法  

1 .  実験参加者  

2 7 人の健康な成人 (2 0 -3 3 歳 ;  男性 2 3 人・女性 4 人 )が実験に参加し

た。すべての実験参加者は裸眼または矯正による健常な視力を有して

いた。実験にあたって，国立研究開発法人産業技術総合研究所の人間

工学実験委員会において承認を得て，実験参加者からは書面による実
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験参加の同意を得た。本研究で実施されたすべての実験の実験参加者

は実験終了後， 1 時間あたり 1 ,2 5 0 円の報酬を受け取った。  

 

2 .  装置と刺激  

視覚刺 激呈示 装置 として ， 1 7 インチ の CRT ディスプ レイ (S o ny,  

T r in i t r o n  M u l t i s ca n  G22 0 )を用いた。視覚刺激はモニタ上に 1 0 2 4 ×  7 6 8

ピ ク セ ル で 呈 示 さ れ ， M a c OSX 上 で M AT L AB (Mat hW or ks Inc . ) と

Ps yc hop hys ic s  T oo lb ox  (Bra i na r d ,  1 9 97 ;  P e l l i ,  1 9 9 7;  K le i n er  et  a l . ,  2 0 0 7 )

を用いて呈示を制御した。ディスプレイのリフレッシュレートは 7 5  

H z で固定されており，ディスプレイからの視距離は約 6 0 c m であった。 

40 0 枚のカラー画像が視覚刺激として呈示された。このうち 2 0 0 枚

は I AP S から選定された感情刺激であり (Ap p en d ix ,  付録 3 )，残りの 2 0 0

枚は著作権フリーのデータベースから選定されたターゲット刺激 (花

または木の画像 )であった。実験では感情刺激の中央にターゲット刺

激を重ねたものを呈示した (F i g .  1 3 )。  

感情刺激：実験 2 ではヒトあり刺激のうえにターゲット刺激を重ねる

ため，ヒトの顔が大きく写された画像を呈示した場合，感情刺激の効

果が減ずると考えられる。そのため，感情刺激は実験 2 の実験条件に

適したものを I AP S から再選定した。感情刺激の 1 0 0 枚にはヒトが写

っており (ヒトあり刺激 )，残りの 1 0 0 枚にはヒトが写っていなかった

(ヒトなし刺激 )。さらにそれぞれの画像は，L a ng et  a l .  ( 20 0 8 )の評定ス

コアに基づき 2 つの感情カテゴリ (中性・不快 )に分類されていた (F ig .  

14 )。そのため最終的には各 5 0 枚の 4 カテゴリ (ヒトの有無  ×  感情カ

テゴリ )に分類された。画像サイズは 1 0 2 4 ×  7 6 8 ピクセル (約 3 0 °  ×  2 2 ° )  

で統一されていた。  
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F ig .  1 3  実験の刺激系列  

花が写っている例  

        

        実験    ：        

実験    ：       
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F ig .  1 4  本研究で用いた刺激の L a ng et  a l .  ( 2 00 8 )に基づく平均評定スコア  

エラーバーは標準誤差を示す  
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ターゲット刺激：著作権フリーのデータベースから選ばれた 2 0 0 枚の

画像がターゲット画像として呈示された。ターゲット画像のうち，半

分の 1 0 0 枚には花が写っており，残りの 1 0 0 枚には木が写っていた。

画像サイズは 4 0 0 ×  3 0 0 ピクセル (約 1 2 °  ×  9 ° )で統一されていた。  

 

3 .  手続き  

実験参加者は C at eg or iza t i on 課題 (アクティブ課題 )と Vi ewin g 課題

(パッシブ課題 )を遂行した。Ca t egor iza t io n 課題では感情刺激の中央に

呈示されるターゲット刺激にボ タン押 しで弁別することが求めら れ

た。 Vi ewi ng 課題では刺激を観察するのみであった。なお，課題の遂

行順による順番効果を考慮して，実験参加者ごとに Ca t eg or iza t io n 課

題と Vi ewin g 課題の順番にカウンターバランスがとられた。  

実験の刺激系列を F i g .  13 にて図説した。灰色の画面の中央に黒色

の注視点 (約 1 .4 ° ×  1 .4 ° )が 1 , 5 0 0 ms 間呈示されたのち，画面中央に画

像が 2 , 0 00 ms 間呈示され，その後マスク画像が 1 , 5 00 ms 間呈示され

るまでを 1 試行とした。マスク画像が消えたのち，すぐに次の試行が

開始された。各課題は 4 0 試行  ×  5 ブロックで構成されており，各ブ

ロックのうち 5 0 %の試行でターゲット画像に花が，残りの 5 0 %の試行

で木が呈示された。また，画像 の呈示 順はランダムとなっていた 。

Cat eg or iza t io n 課題ではマスク画像が呈示されたのちに，できるだけ

速くかつ正確にボタン押しでタ ーゲッ ト画像が花か木かを判別し た

うえで反応することが求められた。異同を判断するボタンは 2 つあり，

左右どちらかの人差し指で対応するボタンを押すことが求められた。
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ボタンとターゲット画像の対応 は実験 参加者ごとにカウンターバ ラ

ンスがとられていた。それぞれの課題の前に 1 0 試行分の練習課題が

用意されており，本課題とは異なる画像のみで構成されていた。また，

各ブロック間で実験参加者は休憩をとることができた。実験参加者は

リクライニングチェアに着座し，外界からの干渉を受けないブースで

課題に取り組んだ。  

 

4 .  E E G の記録方法  

E EG 信号は頭皮上に設置された銀 -塩化銀電極からデジタルアンプ

(Bra in  Pr o du c t s ,  Bra in Amp  S ta n da r d)を用いて計測された。頭皮上に装

着された電極は国際 1 0 -2 0 法に基づき， AF z を設置電極として F p 1,  

Fp 2,  F 7 ,  F 3 ,  F z ,  F 4 ,  F 8 ,  F C z,  T 3,  C 3,  C z ,  C4,  T 4,  C P z,  T 5,  P 3 ,  P z ,  P 4 ,  T 6 ,  

PO7,  P O3,  POz ,  P O4,  P O8,  O1,  Oz,  O2 に設置された。また，両耳朶に

装着された電極 ( A1 -A2 )の平均値をもとに再基準化が行われた。瞬目

および眼球運動を記録するために，右目の上下と右に 3 箇所，左目の

左に 1 カ所の電極が設置され，垂直方向と水平方向の眼電位 (E OG)が

計測された。すべての電極の抵抗値は 1 0 kΩ 以下とした。時定数は 1 0  

s であった。 E E G および E OG それぞれのシグナルは 1 , 0 00 Hz のサン

プリング周波数でデジタル化された。また，オフラインの二次バター

ワースフィルタによる 0 .1 -3 0 Hz のバンドフィルタが施された。  
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5.  データ解析  

ノイズが大きいため 3 0％以上のデータ除外された結果，加算回数

が十分ではなかったため実験参加者のうち男性 1 名のデータが分析

から除外された。そのため， 2 6 名 (女性 4 名 )の実験参加者が分析対

象となった。 E RP の算出には刺激呈示の 1 0 0 ms 前から 6 0 0  ms 後ま

でが用いられた。 E E GL AB v er s io n  1 1 . 0 . 4 . 3b  (Del or me &  Ma k e i g ,  20 0 4 )

を用いた独立成分分析により瞬目成分が除去された。また， F p 1,  F p2

を除いた電極での 1 試行内で ±8 0 μ V 以上の電位変化が含まれていた

場合，ノイズが大きいとみなし，その試行を分析対象としなかっ

た。刺激呈示前 1 0 0  ms 区間の平均振幅をベースラインとして補正し

た。補正後のトポマップと全条件の平均振幅 (F i g .  1 5 )を確認した結

果，本実験では a nt er ior  N2 のピーク潜時が 2 2 7  ms であったため，ピ

ーク潜時 ±1 2 ms 区間 (2 1 5 ms から 2 3 9 ms )における前頭部付近 (F z,  

FC z)の平均振幅を a nt er i or  N2 として算出した。また，この平均振幅

について，課題 (アクティブ課題・パッシブ課題 )，コンテンツ (ヒト

あり・ヒトなし ) ,  感情カテゴリ (中性・不快 )の 3 要因の分散分析を

実施した。  

行動データの対象としては，アクティブ課題における正答反応時

間，正答反応率が分析対象となった。それぞれの結果について，コ

ンテンツ (ヒトあり・ヒトなし ) ,  感情カテゴリ (中性・不快 )の 2 要因

の分散分析を実施した。  

 

 

 

 



67 

 

 

  

F ig .  1 5  (A)  各試行中の条件ごとの平均振幅  

       (B)  21 5 - 23 9 ms の区間平均トポマップ  
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第 3 節  結果  

1 .  ER P  

F ig .  1 5 に前頭部付近  (F z ,  FC z)  の平均 ER P 波形を示した。課題  ( 2 )  

×  コンテンツ  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 2 )  の分散分析の結果，コンテンツ

の主効果 F  ( 1 ,  2 5 )  =  5 .9 3 ,  p  <  . 0 5 ,  η p
2  =  . 1 9 2 がみられた。つまり，ヒ

トなし刺激に比べてヒトあり刺激でより大きな陰性電位がみられた。

また，課題  ×  感情カテゴリの交互作用 F  ( 1 ,  2 5 )  =  6 . 2 1 ,  p  < . 0 5 ,  η p
2  

=  . 19 9 がみられたため B o nf er r on i 法による下位検定を実施したが，い

ずれの要因間にも有意差は認められなかった (p s  >  . 1 0 )。  

 

2 .  行動成績  

正答反応時間，正答反応率の平均値を F ig .  1 6 に示した。  

正答反応時間：コンテンツ  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 2 )  の分散分析の結

果，いずれの主効果および交互作用は認められなかった (p s  >  . 0 6 )。  

正答反応率：コンテンツ  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 2 )  の分散分析の結果，

コンテンツの主効果 F  ( 1 ,  2 5 )  =  6 . 3 0 ,  p  < .0 5 ,  η p
2  =  . 2 01  (ヒトあり  >  

ヒトなし )のみがみられた。  

 

第 4 節  考察  

実験 2 - 1 では課題非関連刺激が長時間呈示された (時間的制約が弱

い )場合の他者の敏感性喚起を観察した。その結果，アクティブ課題と

パッシブ課題のどちらにおいて もヒト あり刺激がヒトなし刺激よ り

a nt er ior  N2 の増大を引き起こしていた。これは，刺激を観察する余裕

があるほど長時間呈示した場合，課題非関連刺激内のヒトであったと

しても知覚されることを示している。また，課題に関係なく a nt er i or   
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F ig .  1 6  正答反応時間および正答反応率  

エラーバーは標準誤差を示す  
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N2 振幅の増大がみられたことからも，少なくとも長時間呈示した場

合には課題の条件に由来する空 間的な 注意の多寡が他者への敏感 性

に影響しないことを示している。このような他者への敏感性の存在は

先行研究  (Fa nt z ,  1 9 63 ;  R o et  a l . ,  2 0 0 1;  坂田ら ,  2 0 06 )からも明らかで

あり，本実験でもこの敏感性が同様にみられたと考えられるだろう。 

行動成績をみると正 答反応率にお いて ヒトあり刺激が呈示 された

場合の方がヒトなし刺激が呈示 された 場合に比べて課題成績が向 上

しているようにみえる。ただ，実際の正答率を比較するとヒトの有無

間での正答率の差は 1％未満 (ヒトあり : 98 . 1％ ,  ヒトあり :9 7 .3％ )であ

ったため，ヒトの有無が正答率に影響するほど大きな効果をもってい

たかどうかは疑問である。そのためこの有意差についてこれ以上の議

論は避けることが妥当であると考える。  

実験 2 - 1 の結果をまとめると，刺激を長時間観察できる (時間的制約

が弱い )環境下では処理資源や空間的な注意の多寡とは無関係に画像

内の他者への敏感性がみられるといえるだろう。続く実験 2 -2 では，

刺激を短時間呈示 (時間的制約が強い条件 )にすることで，画像内の他

者への敏感性がどのように変化 するの かについてさらなる検討を 行

う。  
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第 3 章  【実験 2 -2】関連非課題刺激 (“ nat ur al”刺激 )が短時間呈示さ

れた場合の他者への敏感性  

 

 

第 1 節  目的  

実験 2 - 2 の目的は課題非関連刺激が短時間呈示された (時間的制約

が強い )場合にも長時間呈示されたときと同様の他者への敏感性がみ

られるかどうかを検討することである。実験 2 -1 では課題非関連刺激

であったとしても長時間呈示 (2 , 0 00 ms )された場合には他者への敏感

性に関わる a nt er ior  N2 が増大することがわかったが，刺激を見分ける

ことに由来する神経活動を観測 するに は短時間の呈示時間でも充 分

であることが先行研究 (T h orp e,  F iz e,  & Mar lo t ,  1 9 96 ;  F er r a r i ,  C od is p ot i ,  

Ca r di na le ,  &  Bra dl ey,  20 0 8 ;  P eyk,  S chu pp ,  Ke i l ,  E lb er t ,  &  J u ng h öf er ,  

20 0 9 )からわかっている。ただ，これらの先行研究では他者への敏感性

については検討対象としていないため，短時間の呈示でも他者への敏

感性がみられるかどうかは明らかでない。そこで実験 2 -2 では短時間

の呈示でも，長時間呈示されたときと同様に他者への敏感性がみられ

るかどうかを検討し，時間的制約 (刺激の観察可能時間 )の多寡が画像

内のヒトの知覚処理に与える影響を明らかにすることを目的とする。

仮に短時間提示においても他者への敏感性がみられるのであれば，実

験 2 -1 と同様にヒトあり刺激が a nt er i o r  N2 振幅の増大を引き起こす

と予想される。  
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第 2 節  方法  

1 .  実験参加者  

2 6 人の健康な成人 (1 9 -3 3 歳 ;  男性 2 2 人・女性 4 人 )が実験に参加し

た。その他の条件は実験 2 -1 と同様であった。  

 

2 .  装置と刺激，手続き， E E G の記録方法  

感情刺激の呈示時間が 2 6. 6  ms に変更されたことを除き，その他の

条件は実験 2 -1 と同様であった。  

 

3 .  データ解析  

ノイズが大きいため 5 0％以上のデータが除外された結果，加算回数

が十分ではなかったため実験参加者のうち男性 2 名・女性 1 名のデー

タが分析から除外された。そのため， 2 3 名 (女性 3 名 )の実験参加者が

分析対象となった。補正後のトポマップと全条件の平均振幅 (F i g .  1 7 )

を確認した結果，本実験では本実験では a nt er i or  N2 のピーク潜時が

18 4 ms であったため，ピーク潜時 ±1 2 ms 区間 (1 7 2  ms から 1 9 6 ms )に

おける前頭部付近 (F z )の平均振幅を a nt e r ior  N2 として算出した。その

他の条件は実験 2 -1 と同様であった。  

 

第 3 節  結果  

1 .  ERP  

F ig .  1 7 に前頭部付近  (F z )  の平均 E R P 波形を示した。条件  ( 2 )  ×  コ  
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F ig .  1 7  (A)各試行中の条件ごとの平均振幅  

       (B)1 7 2 -1 9 6 ms の区間平均トポマップ  
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ンテンツ  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 2 )  の分散分析の結果，コンテンツの主

効果 F  ( 1 ,  2 2 )  =  8 . 15 ,  p  <  . 0 5 ,  η p
2  =  . 1 8 2 がみられた。つまり，ヒトな

し刺激に比べてヒトあり刺激でより大きな陰性電位がみられた。また，

感情カテゴリの主効果 F  ( 1 ,  2 2 )  =  6 . 2 9 ,  p  <  . 0 5 ,  η p
2  =  . 2 2 2 がみられた。

つまり，不快カテゴリに比べて中性カテゴリでより大きな陰性電位が

みられた。  

 

2 .  行動成績  

正答反応時間，正答反応率の平均値を F ig .  1 8 に示した。  

正答反応時間：コンテンツ  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 2 )  の分散分析の結

果，いずれの主効果および交互作用は認められなかった  (p s  >  . 1 4 )。  

正答反応率：コンテンツ  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 2 )  の分散分析の結

果，いずれの主効果および交互作用は認められなかった  (p s  >  . 1 3 )。  

 

第 4 節  考察  

実験 2 - 2 では実験 2 -1 と同様の条件下で刺激の呈示時間を短時間に

した場合にも，長時間呈示した際と同様の他者への敏感性がみられる

かどうかを検討した。その結果，長時間呈示した実験 2 -1 と同様に，

ヒトあり刺激がヒトなし刺激より a nt er ior  N2 振幅の増大を引き起こ

していた。この傾向はアクティブ課題とパッシブ課題のどちらにおい

てもみられていたことから短時 間呈示 でも空間的な注意の多寡が ヒ

トの知覚に影響を及ぼさないことが示された。つまり，課題の遂行に

伴う処理資源の減少とは独立に 他者へ の敏感性が生じていると考 え

られる。  
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F ig .  1 8  正答反応時間および正答反応率  

エラーバーは標準誤差を示す  
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Ant er i or  N2 振幅の減衰はヒトなし刺激に対してだけでなく不快刺

激 に 対 し て も み ら れ た 。 具 体 的 に は 中 性 刺 激 に 比 べ て 不 快 刺 激 で

a nt er ior  N2 振幅の減衰がみられていた。同様の現象は先行研究でも確

認されており，Gr o en et  a l .  ( 2 0 13 )によると a nt er i or  N2 は感情刺激のな

かでもより快カテゴリに属する 刺激を 観察したときにその振幅が 増

大するとしている。本実験では快刺激は呈示しなかったが中性刺激は

不快刺激に比べてより快の感情 を喚起 すると考えられるので先行 研

究の結果と一致するといえるだろう。ただ， Gr o en et  a l .  (2 0 1 3 )の結果

では，このような効果はヒトあり刺激が呈示されたときにのみ見られ

ており，ヒトの有無にかかわらず感情価が表れるわけではないとして

いる。そして本研究ではヒトの有無と感情価の交互作用もみられてい

ない (p  =  . 4 1 5 )ため，この結果とは厳密には一致しないといえる。しか

し，先行研究 (Gr o en et  a l . ,  20 1 3 )の刺激はヒトあり刺激に高覚醒画像が

含まれていることから第 1 部で述べたような高覚醒画像由来の効果が

混入していた可能性が否定できない。また，今回の実験では E R P 計測

が可能な S chu p p  et  a l .  ( 2 01 4 )の “ na t ura l ”課題を用いていたために刺激

が課題非関連となっていた。さらに，感情刺激の上にターゲット刺激

を直接重ねたものを視覚刺激として呈示していたため，前述したよう

に感情刺激を選定する際にヒト が中央 に写ったものは選定できて お

らず，ヒトあり刺激としての物理的特徴は実験 1 に比べて劣っていた

といえるだろう。このように，刺激の呈示方法や刺激そのものの覚醒

度の違いがあるなど先行研究 (Gr o en et  a l . ,  2 01 3 )とは条件が大きく異

なっていたといたため，同一の結果が得られなかった可能性は考えら

れる。ただ，本実験は他者への敏感性に焦点をあてたものであり，感

情 価 と の 関 連 を 調 べ た も の で は な い 。 こ の た め ， 感 情 に 関 連 し た
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a nt er ior  N2 振幅の増減が注意や処理資源の量に依存するものであるか

については今後さらなる検討が必要であるといえるだろう。  

実験 2 - 2 の結果をまとめると，短時間の刺激呈示であったとしても

刺激内の他者への敏感性がみられることがわかった。そのうえ，アク

ティブ課題・パッシブ課題による違いが見られなかったことから，実

験 2 -1 と同様に空間的な注意の多寡が他者への敏感性の喚起プロセス

に影響を及ぼさないことが示された。  

 

 

第 4 章  まとめ  

 

 

実験 2 では相対的に中程度の処理資源が感情刺激に投入されている

状況下での他者への敏感性 (他者の感情認知の初期段階 )について検討

することで，本研究全体の目的である処理資源が他者の感情認知に与

える影響の一部を明らかにすることを目的とした。また， a nt er i or  N2

を他者への敏感性の指標として用いることで，時間的・空間的制約が

他者への敏感性に与える影響に ついて 明らかのすることを中目的 と

して設定した。そのために，時間的な注意に差のある 2 種類の呈示時

間が用意されたほか，刺激に対する空間的な注意に差のある 2 種類の

観察条件が用意された。  

実験 2 - 1 では長時間呈示された際の他者への敏感性を検討した。そ

の結果，空間的な注意の多寡とは無関係に画像内の他者への敏感性由

来の効果が a nt er ior  N2 において観察された。  

実験 2 - 2 では呈示時間を短時間にすることで，時間的制約が強い場
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合にも他者への敏感性由来の効果がみられるかどうかを検討した。そ

の結果，実験 2 -1 と同様に空間的な注意の多寡とは無関係に他者への

敏感性がみられていた。このことから時間的に注意が制限されている

状況下でも，他者への敏感性が充分にみられることがわかった。実験

2 -2 では感情価由来の効果も観察されたが，ヒトの有無にかかわらず

この効果がみられたため先行研究 (Gr o en et  a l . ,  2 01 3 )の結果とは一部

矛盾するものであった。このような結果の矛盾は実験条件や刺激が先

行研究と異なっていたために生じたと考えられる。  

各実験のピーク潜時を見ると，実験 2 -2 の a nt er i or  N2 のピーク潜時

は実験 2 - 1 に比べて 4 0  ms 以上短くなっている。実際，それぞれに実

験のピーク潜時について j a ck k ni f e 法による呈示時間  ( 2 )  ×  課題  ( 2 )  ×  

コンテンツ  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 2 )の分散分析を実施したところ，呈

示時間の主効果 F  ( 1 ,  4 7 )  =  4 . 72 ,  p  <  . 0 5 ,  η p
2  =  . 0 91 (長時間呈示  >  短

時間呈示 )がみられた。この結果は，刺激を短時間しか知覚できない場

合 (実験 2 -2 )は，長時間知覚できる場合  (実験 2 -1 )に比べて，画像内の

ヒトの知覚処理を迅速に行っている可能性を示している。言い換える

と，時間的制約がある条件下ではヒトに対する知覚が最適化されてい

るといえるだろう。実際，時間的制約を設けることで E R P の潜時が短

くなることは先行研究 (白石・宮台 ,  2 0 0 5 )からも明らかになっている。

この背後には時間的制約を受けることで感じる心理的圧力 (タイムプ

レッシャー )が関わっているとされており，本研究においてもこの効

果が表れたことで他者への敏感性が最適化されたといえるだろう。ま

た，短時間呈示条件 (実験 2 -2 )でのみ感情価由来の効果がみられたこ

とにもこのタイムプレッシャーが関係していると考えられる。また，

短時間呈示条件では視覚刺激呈示終了後の of f s et  r es p o ns e が混入して
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いたため，長時間呈示条件に比べてピーク潜時が速くなっていた可能

性も考えられるだろう。ただ，各実験で実験参加者の重複があるため，

j a ckk n i f e 法によるピーク潜時の分散分析の結果は飽くまでも参考程

度にとどめておく必要があることを記しておく。  

以上の結果を総合すると，相対的に中程度の処理資源が感情刺激に

投入されている “ na tu ra l”課題遂行時の他者への敏感性について，①画

像内の他者への敏感性は空間的な注意の多寡の影響を受けない，②画

像内の他者への敏感性は時間的な注意の多寡の影響を受けない，の 2

点が明らかとなった。これらの結果は，時間的・空間的注意の多寡に

かかわらず他者への敏感性 (他者の感情認知の初期段階 )がみられるこ

とを示している。  
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第 4 部  

【実験 3】他者の感情認知が注 の捕捉の速さと捕捉か の解放の

速さにも   影響の検討 :  非関連 (“s y nt he t i c ”  )   

 

第 1 章  はじ に  

 

 

本研究全体の目的で ある処理資源 の多 寡が他者の感情認知 に与え

る影響の検討のために，実験 3 では感情刺激に対して投入できる余剰

の処理資源が相対的に少ない課題を設定した。具体的には，課題非関

連の感情刺激内のヒトの有無が行動反応に及ぼす影響を検討する。本

研究の実験 1 および実験 2 の結果から，無意識的な他者の感情認知が

強力であることが示され (実験 1 )，処理資源が相対的に中程度使える

場合にも他者の感情認知の初期 段階に あたる他者への敏感性がみ ら

れることが示された (実験 2 )。ただ，実験 1・ 2 ともに処理資源に比較

的余裕のある条件下であったため，他者の感情認知やその初期段階に

あたる他者への敏感性が生じたとも考えられる。そこで実験 3 では刺

激に対する処理資源が相対的に 少ない 条件下での他者の感情認知 に

ついて検討することで，本研究全体の目的である処理資源が他者の感

情認知に与える影響の一部を明らかにする。なお，実験 1・ 2 では他

者の感情認知などを反映する指標として生理反応である E R P を扱っ

てきたが，実験 3 では行動反応を観察することで無意識的な他者の感

情認知について検討した。  

実験 3 では “ s ynt h et ic ”課題を用いて，処理資源が他者の感情認知に

与える影響を検討した。第 1 部で述べたように “ s ynt h et i c ”課題では感
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情刺激が課題非関連に呈示されたうえ，ターゲットも画像刺激ではな

く人工的な図形などが用いられる。そのため，異なる系統の処理資源

を投入する必要があり，実験 2 で用いた “ na t ura l ”課題に比べて感情刺

激に対する処理資源が減少しやすいといわれている。 “ S ynt h et ic ”課題

を用いた先行研究としては Er t ha l e t  a l .  ( 2 00 5 )の研究が知られている。

Er t ha l  e t  a l .  (2 0 0 5 )は画面中央に呈示された感情刺激 (中性・不快 )の左

右に黒色のバーを呈示し，バーの角度の異同を判断させる課題を行わ

せた。その結果，不快刺激が呈示された際には角度の弁別に要する時

間が遅延することを示した。また，課題には 3 種類の難度 (最低難度・

低難度・高難度 )が用意されていたがそのすべてにおいて同じ結果が

得られたことから，不快刺激は注意を捕捉しやすかったために難度変

化がもたらす処理資源の多寡と は無関 係に課題成績を低下させて い

るとしている。ただ，これらの実験では両感情カテゴリともヒトあり

刺激のみが用いられていたため，この研究をもとに処理資源と他者の

感情認知の影響を議論することはできない。加えて，不快刺激が高覚

醒画像 (人体欠損画像 )のみで構成されていたため，第 1 部で述べたよ

うな覚醒度の影響も排除できない。そこで実験 3 では E r t ha l  e t  a l .  

( 2 00 5 )で用いられた課題を元に処理資源が他者の感情認知に与える影

響を検討する実験を実施した。  

実験 3 では，注意の捕捉の速さ (実験 3 -1 )と注意の捕捉からの解放

の速さ (実験 3 -2 )について検討するという 2 つの中目的を設定した。

第 1 部でも述べたように，ヒトあり刺激や不快刺激は注意を捕捉しや

すいといわれている。これらの刺激はいずれも他者の感情認知を構成

する要素であることから，注意の捕捉および捕捉からの解放は他者の

感情認知と関係があるといえるだろう。つまり，注意の捕捉の速さお



82 

 

よび注意の捕捉からの解放の速さを調べることは，他者の感情認知に

おける優先度やそのプロセスを調べることと同値であるといえる。  

注意の捕捉の速さを検討した実験 3 -1 における手続きを説明する。

実験 3 -1 では 3 種類の実験で構成されていた。いずれの実験も課題と

刺激が同時に呈示された。同時に呈示した際の行動反応を観察するこ

とで，課題と無関係であったとしてもどれだけ刺激に注目してしまう

か，すなわち注意の捕捉のしやすさ (速さ )を検討することができる。

具体的には，3 種類の感情カテゴリ (快・中性・不快 )のヒトあり刺激と

ヒトなし刺激をそれぞれ比較し，刺激の注意の捕捉しやすさを検討し

た。まず実験 3 -1 -1 では E r t ha l  e t  a l .  ( 2 0 05 )で用いられた課題難度のう

ち低難度のものを使用した。その結果，課題難度が容易であったこと

による床効果がみられたため，続く実験 3 -1 -2 ではより高難度の課題

を設定した。なお，実験 3 -1 -3 では低難度・高難度の 2 種類の難度を

用意したうえで中性刺激のみを呈示し，課題の難度が適切に操作され

ていたかどうかを検証した。  

実験 3 - 2 では注意の捕捉からの解放の速さを検討した。実験 3 -1 と

同様の課題 (低難度 )を用いたが，視覚刺激を課題より先に呈示 (先行呈

示 )することで注意の捕捉からの解放の速さを検討した。つまり，刺激

の捕捉からの解放が速ければ行動反応に影響しにくく，解放が遅けれ

ば課題に影響するといえる。実験 3 -2 - 1 では先行呈示と同時呈示の比

較を，実験 3 -2 -2 では先行呈示単独による検討を行った。  

以上の課題の実施により，相対的に処理資源の少ない状況が他者の

感情認知に与える影響を検討した。また，中目的である刺激に対する

注意の捕捉の速さと捕捉からの解放の速さも検討することは，他者の

感情認知における優先度やそのプロセスの検討も可能とするだろう。 



83 

 

第 2 章  【実験 3 -1 - 1】注 の捕捉の速さ： 難 条件  

 

 

第 1 節  目的  

実験 3 - 1 -1 では低難度条件の課題を用いて，刺激への注意の捕捉の

速さを検討した。先行研究 (E r t ha l  e t  a l . ,  2 00 5 )から，課題難度 ( i . e . ,  処

理資源の多寡 )にかかわらず不快カテゴリの方が中性カテゴリに比べ

て反応時間を遅延させることがわかっているが，ヒトの有無の影響に

ついては言及されておらず，他者の感情認知が注意の捕捉の速さにも

たらすについては不明である。そのため，実験 3 -1 -1 では実験 1 と同

じ刺激セットを用いて，処理資源が相対的に少ない場合での注意の捕

捉の速さを調べることで，他者の感情認知と処理資源の関係について

明らかにすることを目的とした。  

 

第 2 節  方法  

1.  実験参加者  

2 9 人の健康な成人 (1 9 -3 5 歳 ;  男性 1 5 人・女性 1 4 人 )が実験に参加

した。すべての実験参加者は裸眼または矯正による健常な視力を有し

ていた。実験にあたって，国立研究開発法人産業技術総合研究所の人

間工学実験委員会において承認を得て，実験参加者からは書面による

実験参加の同意を得た。本研究で実施されたすべての実験の実験参加

者は実験終了後， 1 時間あたり 1 , 2 5 0 円の報酬を受け取った。  

 

2.  装置と刺激  

視覚刺激呈示装置として， 2 4 . 5 インチカラーディスプレイ ( AS US ,  
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ROG S wif t  P G2 5 8 Q)を用いた。視覚刺激はモニタ上に 1 2 8 0 ×  1 0 2 4 ピク

セ ル で 呈 示 さ れ ，  Ma c  OS X 上 で M AT L AB (Ma t hWor ks Inc . ) と

Ps yc hop hys ic s  To olb ox  (Bra ina r d ,  1 9 97 ;  P e l l i ,  19 9 7;  K l e in er  et  a l .  2 00 7 )

を用いて呈示を制御した。ディスプレイのリフレッシュレートは 6 0  

H z で固定されており，ディスプレイからの視距離は約 6 0 cm であっ

た。  

38 4 枚 の I AP S (La n g et  a l . ,  20 0 8 )が 視 覚 刺 激 と し て 呈 示 さ れ た

(Ap p en d ix ,  付録 1 )。ただ実験操作の都合上，画像サイズは 1 8 8 ×  25 0

ピクセル (約 6 °× 7 ° )にリサイズされた。バー刺激 (約 0 .2 ° ×  1 . 8 ° )は垂直

方向から時計回りに 6 ° ,  18 ° ,  3 0 °,  4 2 ° ,  5 4 °,  66 ° ,  7 8 °傾けた群 (R バー群 )

と反時計回りに 6 ° ,  1 8 °,  3 0 °,  4 2 °,  54 ° ,  6 6 °,  7 8 °傾けた群 ( L バー群 )の計

1 4 種類であった。  

 

3.  手続き  

実験参加者は画像の 両脇に配置さ れた バー刺激の傾きの異 同判断  

(バー課題 )を求められた。  

実験の刺激系列を F i g .  19 にて図説した。灰色の画面の中央に黒色

の注視点 (約 1 .4 ° ×  1 . 4 ° )が 1 , 5 0 0 ms 間呈示されたのち，画像とバー刺

激が 2 0 0 ms  間呈示され，その後マスク画像が 1 ,5 0 0 ms 間呈示される

までを 1 試行とした。実験参加者はマスク画像が呈示された際に 感情

刺激の左右に呈示されたバー刺 激の傾 きの異同についてボタン押 し

でできるだけ速くかつ正確に反応することが求められた。異同を判断

するボタンは 2 つあり，左右どちらかの人差し指で対応するボタンを

押すことが求められた。また，反応するボタンは実験参加者ごとにカ

ウンターバランスがとられていた。 1 試行中に呈示されるバーは R バ  
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F ig .  1 9  実験の刺激系列  

バーの傾きが異なる例  
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ー群および L バー群のいずれかの群内から，同一条件の場合には同じ

バーを，異なる条件の場合には差異が 24 °となる組み合わせをそれぞ

れ画像の両脇に呈示した。マスク画像が消えたのち，すぐに次の試行

が開始された。課題は 4 8 試行 ×  8 ブロックで構成されており，ブロッ

クごとに感情刺激およびバー刺 激の異 同の組み合わせが均等にな る

ように設定されていた (ヒトの有無  ( 2 )  ×  感情カテゴリ (3 )  ×  バーの

異同 (2 )  ×  4 試行 )。本課題の前に 1 ブロック分の練習課題が用意され

ており，本課題とは異なる画像のみで構成されていた。また，各ブロ

ック間で実験参加者は休憩をとることができた。課題遂行中，実験参

加者はリクライニングチェアに着座し，外界からの干渉を受けないブ

ースで課題に取り組んだ。  

 

4.  データ解析  

課題成績は，正答反応時間， d プライムが分析対象となった。それ

ぞれの結果について，コンテンツ (ヒトあり・ヒトなし )，感情カテゴ

リ (快・中性・不快 )の 2 要因の分散分析を実施した。  

 

第 3 節  結果  

正答反応時間， d プライムの平均値を F ig .  2 0 に示した。  

1.  正答反応時間  

コンテンツ  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 3 )の分散分析の結果，コンテンツ

の主効果 F (1 ,  2 8 )  =  7 . 16 ,  p  <  . 05 ,  η p
2  =  . 20 4 (ヒトあり  >  ヒトなし )が

みられた。一方，コンテンツ  ×  感情カテゴリの交互作用 F (2 ,  5 6 )  =  

2 . 17 ,  p  =  . 1 2 ,  η p
2  =  . 0 7 2 は見られなかった。しかしながら，交互作用

は有意には至らなかったが快カテゴリにおけるヒトあり刺激はヒト  
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F ig .  2 0  実験 3 -1 -1 の正答反応時間および d プライム  

エラーバーは標準誤差を示す  

 

  性   
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  性   
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なし画像に比べて 1 4 ms 遅れており，他のカテゴリに比べてもその差

に違いがあるように見える。そのため，これらについて B o nf er r o ni 法

による t 検定を実施した。感情カテゴリごとのヒトの有無の効果を調

べた結果，快カテゴリについてはヒトあり刺激はヒトなし刺激に比べ

て反応時間が有意に長かった ( t  =  3 .4 9 ,  p  =  . 0 0 2,  d  =  . 19 )。一方で中性

カテゴリ ( t  =  1 . 3 8 ,  p  =  . 1 8 0 )および不快カテゴリ ( t  =  . 0 4 2,  p  =  . 9 6 7 )につ

いて同様の差はみられなかった。これらの結果からすると，すべての

感情カテゴリにおいてヒトあり 刺激と ヒトなし刺激の間に差が存 在

すると考えるよりは，快カテゴリでのみこの差が存在すると考えるこ

とが妥当であると思われる。  

 

2.  d プライム  

コンテンツ  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 3 )の分散分析の結果，有意な効果

は認められなかった  (p s  >  .2 7 3 )。  

 

第 4 節  考察  

実験 3 - 1 -1 の結果から，快カテゴリのヒトあり刺激がヒトなし刺激

より正答反応時間を延長させることが分かった。つまり，処理資源が

相対的に少ない条件でも快カテ ゴリの ヒトあり刺激が注意を捕捉 し

ており，快カテゴリのヒトに対する感情認知がなされていた可能性を

示唆している。一方で不快カテゴリでは同様の結果はみられなかった。

第 1 部でも述べたように不快カテゴリにはネガティビティバイアスと

いう特性があるため，優先的に注意が捕捉されやすいことがわかって

おり， E r t ha l e t  a l .  (2 0 0 5 )でも不快カテゴリが反応時間を延長させてい

た。にもかかわらず，本実験では感情カテゴリの主効果が見られず，
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他の感情カテゴリに比べて不快 刺激が 特別注意を捕捉しやすい刺 激

ではないかのよう見える。このような不快刺激に対する効果が消失し

た原因として，主に 2 つの要因が関係していると考えている。 1 つ目

の要因として，先行研究では高覚醒画像が用いられていたことが挙げ

られる。先行研究 (E r t ha l  e t  a l . ,  20 0 5 )では不快刺激すべてが高覚醒画

像である人体欠損画像で構成さ れてい たために覚醒度の効果が大 き

く反映された結果，低難度の課題でも不快刺激が反応時間を延長させ

ていた可能性がある。ただ，本実験ではヒトあり刺激に高覚醒画像を

含めてしまうと，ヒトなし刺激と比較した時に他者の感情認知に由来

する純粋な効果を見ることがで きなく なってしまうため高覚醒画 像

を用いることはできない。 2 つ目の要因として，課題が簡単すぎたた

めに，床効果が発生していたことが挙げられる。具体的には，不快刺

激に対する注意の捕捉は迅速になされていたが，処理資源に多少の余

裕があったために不快刺激からの注意の解放も迅速になされた結果，

反応時間に影響しなかった可能性がある。つまり，不快刺激に対して

ネガティビティバイアスおよび 他者の 感情認知に由来する注意の 捕

捉現象は生じていたが，課題が容易であった ( i . e . ,  処理資源に余裕が

あった )ために注意の捕捉からの解放が速くなされた結果，注意の捕

捉の影響を反応時間では可視化できなかった可能性がある。  

前述の 2 点の理由を鑑み，処理資源が相対的に極めて減少している

状況で，不快刺激に対する注意の捕捉現象がみられるかどうかを検討

することが必要であると考えた。そのため，実験 3 -1 -2 ではより高難

度の課題を設定することで処理 資源が より減少した状況下を作り 出

し，他者の感情認知が引き起こす注意の捕捉現象について検討する。 
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第 3 章  【実験 3 -1 - 2】注 の捕捉の速さ： 難 条件  

 

 

第 1 節  目的  

実験 3 - 1 -1 の結果から，処理資源が相対的に少ない場合には快カテ

ゴリにおいて他者の感情認知がなされる可能性が示された。ただその

一方で不快カテゴリでは行動反応で違いがみられなかったため，注意

の捕捉の速さは不明であり，他者の感情認知の影響も不明であった。

そのため，実験 3 -1 -2 ではより高難度の課題 ( i . e . ,  処理資源が相対的に

極めて少ない場合 )を設定し，他者の感情認知と処理資源の関係につ

いて明らかにすることを目的とした。  

 

第 2 節  方法  

1.  実験参加者  

3 2 人の健康な成人 (1 9 -3 4 歳 ;  男性 1 6 人・女性 1 6 人 )が実験に参加

した。その他の条件は実験 3 -1 と同様であった。  

 

2.  装置と刺激，および手続き  

バー刺激が異なる条件での差異が 2 4 °から 1 2 °に変更されたことを

除き，装置，刺激および手続きは実験 3 -1 と同様であった。  

 

3.  データ解析  

実験参加者のうち，正答反応率 (<  5 0％ )がチャンスレベルに満たな

かった男性 2 名および女性 1 名を解析から除外し，男女 2 9 名 (女性 1 5



91 

 

名 )による課題成績の算出を行った。それ以外の手続きは実験 3 -1 と同

様であった。  

 

第 3 節  結果  

正答反応時間， d プライムの平均値を F ig .  2 1 に示した。  

1.  正答反応時間  

コンテンツ  ×  感情カテゴリの分散分析の結果，コンテンツの主効果

F  ( 1 ,  2 8 )  =  5 . 1 3 ,  p  <  . 0 5 ,  η p
2  =  . 1 5 5 (ヒトあり  >  ヒトなし )がみられた。

一方，コンテンツ  ×  感情カテゴリの交互作用 F  ( 2 ,  56 )  =  2 .1 0 ,  p  =  . 1 3 ,  

η p
2  =  . 0 70 は見られなかった。しかしながら，交互作用は有意には至

らなかったが不快カテゴリにお けるヒ トあり刺激はヒトなし刺激 に

比べて 1 9 ms 遅れており，他のカテゴリに比べてもその差に違いがあ

るように見える。そのため，これらについて B o nf er r on i 法による t 検

定を実施した。 t 検定の下位検定の結果，不快カテゴリについて，ヒ

トあり刺激はヒトなし刺激に比べて反応時間が長かった  ( t  =  2 . 99 ,  p  

=  . 0 0 6,  d  =  . 22 )。快画像 ( t  =  . 3 7 3,  p  =  . 7 12 )および中性画像 ( t  =  . 09 1,  p  

= . 92 8 )について同様の差はみられなかった。これらの結果からすると，

すべての感情カテゴリにおいて ヒトあ り刺激とヒトなし刺激の間 に

差が存在すると考えるよりは，不快カテゴリでのみこの差が存在する

と考えることが妥当であると思われる。  

 

2.  d プライム  

コンテンツ  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 3 )の分散分析の結果，有意な効果

は認められなかった (p s  >  . 06 1 )。  
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第 4 節  考察  

実験 3 - 1 -2 の結果から，不快カテゴリのヒトあり刺激がヒトなし刺

激より正答反応時間を延長させることが分かった。つまり処理資源が

相対的に極めて少ない場合には 不快カ テゴリのヒトあり刺激のみ が

注意を捕捉しており，不快カテゴリ中のヒトに対して感情認知がなさ

れていた可能性を示唆している。一方，実験 3 -1 -1 でみられていた快

カテゴリにおける他者の感情認 知に由 来する注意の捕捉の速さが 行

動反応に表れていなかったことから，処理資源が相対的に極めて少な

い場合での他者の感情認知は不快感情に限られると考えられる。今回

のような処理資源が相対的に極 めて少 ない場合でも不快感情の他 者

に対する感情認知がみられた理 由には やはりネガティビティバイ ア

スが関係していると考えられる。つまり，不快感情は強力に注意を捕

捉する特性があるため，処理資源が枯渇していたとしてもその効果が

行動指標に表れたと考えられる。ただ，先行研究のように感情カテゴ

リの主効果が実験 3 -1 -1 と同様に認められなかったことから，今回の

実験条件のように高覚醒画像を 含まな い感情刺激が課題非関連に 呈

示され，かつ “ s y nt h et ic ”な課題が設定された場合には感情価に由来す

る効果が行動指標に表れてこないと考えられる。  

続く実験 3 -1 -3 では，実験 3 -1 -1 および実験 3 -1 -2 での課題難度に差

があったかどうかについて中性画像のみを用いて検証する。  
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第 4 章  【実験 3 -1 - 3】注 の捕捉の速さ：難 比較  

 

 

第 1 節  目的  

実験 3 - 1 -3 では実験 3 -1 -1 および実験 3 -1 -2 の難度の操作が適切に

行われていたことの検証を目的とする。そのため，刺激には中性カテ

ゴリの画像のみを用いた。  

 

第 2 節  方法  

1.  実験参加者  

2 4 人の健康な成人 (1 8 -3 1 歳 ;  男性 1 2 人・女性 1 2 人 )が実験に参加

した。その他の条件は実験 3 -1 -1 と同様であった  

 

2.  装置と刺激，手続き  

計 1 2 8 枚の中性カテゴリの画像のみが視覚刺激として呈示され，そ

れぞれの難度では同じ画像セット (1 2 8 枚ずつ )が用いられた。課題は

3 2 試行  ×  8 ブロックであり，低難度・高難度ともに 4 ブロックずつ

含まれていた。各難度の課題の実施順は ABB A 法により調整され，実

験参加者ごとにカウンターバランスがとられた。実験参加者はブロッ

ク間の休憩時間中の画面表示か ら次の ブロックの課題難度を知る こ

とができた。課題開始前にそれぞれの難度の 1 ブロック分の練習課題

が実施された。それ以外の手続きは実験 3 -1 -1 および実験 3 -1 -2 と同

様であった。  
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3.  データ解析  

課題成績は，正答反応時間， d プライムが分析対象となった。それ

ぞれの結果について，課題  (低難度・高難度 ) ,  コンテンツ  (ヒトあり・

ヒトなし )の 2 要因の分散分析を実施した。  

 

第 3 節  結果  

正答反応時間， d プライムの平均値を F ig .  2 2 に示した。  

1.  正答反応時間  

課題  ( 2 )  ×  コンテンツ  ( 2 )の分散分析の結果，課題の主効果 F (1 ,  

23 )  =  2 9 4. 7 ,  p  <  . 0 0 1,  η p
2  =  . 9 28  (高難度  >  低難度 )のみがみられた。  

 

2.  d プライム  

課題  ( 2 )  ×  コンテンツ  ( 2 )の分散分析の結果，課題の主効果 F  (1 ,  

23 )  =  2 3 7. 5 ,  p  <  . 0 0 1,  η p
2  =  . 9 12  (低難度  >  高難度 )のみがみられた。  

 

第 4 節  考察  

正答反応時間と d プライムいずれの結果も高難度課題の方が低難度

課題に比べて遂行が困難であることを示していた。このことは実験 3 -

1 -1 および実験 3 -1 -2 の難度設定が適切であることを示している。ま

た，実験 3 -1 -3 では中性カテゴリの刺激のみが用いられていたが，ヒ

トの有無による差は認められなかった。このことは実験 3 -1 -1 および

実験 3 -1 -2 で，快カテゴリおよび不快カテゴリにのみ他者の感情認知

由来の効果 (注意の捕捉 )がみられたという結果と一致しているといえ

る。つまり，実験 3 -1 -1 および実験 3 -1 -2 の快カテゴリおよび不快カ

テゴリで観察されたヒトの有無間の反応時間の差は，単に他者への敏  
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感性に由来するものではなく，他者の感情認知に由来するものであっ

たということができるだろう。これは他者への敏感性単独では反応時

間に影響を及ぼすほどのインパクトをもっておらず，感情価という要

素が加わり他者の感情認知につ ながる ことで初めて行動に影響を 及

ぼすレベルに達すると解釈することもできるだろう。  

 

 

第 5 章  【実験 3 -2 - 1】注 の捕捉か の解放の速さ：呈示タ ミン

グの比較  

 

 

第 1 節  目的  

実験 3 -2 では実験 3 -1 と同様の条件下 (低難度 )で刺激を先行呈示し，

感情刺激に対する注意の捕捉からの解放の速さを検討する。実験 3 -1

の結果から，処理資源にかかわらず不快カテゴリ中のヒトに対する感

情認知はなされるが，処理資源が相対的に極めて減少している場合に

は快カテゴリ中のヒトに対する 感情認 知はなされないという解釈 を

示した。ただ，この解釈の背景にある仮説，すなわち処理資源が相対

的に少ない場合 (低難度 ;  実験 3 -1 -1 )には不快カテゴリ中のヒトに対

する注意の捕捉が速いと同時に，その解放も速かったという仮説は実

験的に示されておらず解釈の正当性が充分ではない。そこで実験 3 -2

では刺激を先行呈示することで 刺激に 対してあらかじめ注意を捕 捉

させたのちに，課題を遂行させることで刺激に対する注意の捕捉から

の解放がどれだけ迅速に行われるのかを検証し，不快カテゴリ中のヒ

トに対する注意の捕捉からの解 放の速 さを検討することを目的と す
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る。  

先行研究 (Kos t er,  Cr o mb ez ,  Ver s chu er e,  &  De Hou wer,  20 0 4 )によると，

不快刺激に対する注意は解放されにくいことがわかっている。 K os t er  

et  a l .  (2 0 04 )は画面上に 2 枚の画像を呈示，その後ブランクを挟んだの

ちに 2 枚の画像が呈示されていた場所のどちらかにターゲットを呈

示，ターゲットが呈示された場所に対して反応する課題を行わせた。

画像は中性画像および不快画像のどちらかに分類されており，呈示時

には大きく分けて①中性画像と不快画像，②中性画像と中性画像，③

不快画像と不快画像の 3 種類の組み合わせで呈示された。ターゲット

に対する正答反応時間を比較することで，どれだけ画像が注意を捕捉

しやすかったか，そして注意が解放されにくかったかを観察した。そ

の結果，中性画像と不快画像を呈示した条件でのみ，不快画像が呈示

されていた場所にターゲットが 現れた ときに正答反応時間が有意 に

短くなっていた。この結果から，不快画像は中性画像に比べて注意を

捕捉しやすく，注意が解放されにくいとしている。ただ，先行研究で

は刺激中のヒトの有無がもたら す影響 について検討されていない た

め，他者の感情認知が注意の捕捉からの解放にもたらす影響は不明で

ある。  

そこで実験 3 -2 では不快カテゴリ中のヒトに対する注意の捕捉から

の解放の速さについて検討するために，実験 3 -1 -1 でも用いられた低

難度課題を用いたうえで，刺激を先行呈示した。ターゲットも実験 3 -

1 と同様，刺激の左右に呈示された。先行呈示することで，刺激から

注意の解放がしにくい場合にはターゲットに対する反応が遅く，逆に

解放しやすい場合にはターゲッ トに対 する反応が速くなると考え ら

れる。  
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はじめに実験 3 - 2 -1 では同時呈示条件と先行呈示条件を比較し，刺

激の呈示タイミングが刺激に対 する注 意に影響を与えるかどうか を

予備的に検討した。先行研究 (Kos t er  et  a l . ,  2 0 04 )では感情刺激が呈示

されていた場所と同じ場所にターゲットを呈示していたが，本研究で

は実験 3 - 1 で用いた Er t ha l e t  a l .  (2 0 0 5 )の実験パラダイムを用いるた

めに感情刺激とターゲットを異なる場所に呈示する必要がある。その

ため， E r t ha l e t  a l .  (2 0 0 5 )の実験パラダイムでも注意の捕捉からの解放

の効果がみられるかどうかは明らかでない。そのため，実験 3 -2 -1 で

は先行呈示した条件と同時呈示した条件を比較し，不快刺激に対する

注意の捕捉及び捕捉からの解放 が観察 できるかどうかを検討する こ

とを目的とする。  

 

第 2 節  方法  

1.  実験参加者  

3 4 人の健康な成人 (1 9 -3 4 歳 ;  男性 1 7 人・女性 1 7 人 )が実験に参加

した。すべての実験参加者は裸眼または矯正による健常な視力を有し

ていた。実験にあたって，国立研究開発法人産業技術総合研究所の人

間工学実験委員会において承認を得て，実験参加者からは書面による

実験参加の同意を得た。本研究で実施されたすべての実験の実験参加

者は実験終了後， 1 時間あたり 1 , 2 5 0 円の報酬を受け取った。  

 

2.  装置と刺激  

視覚刺激呈示装置として， 2 4 . 5 インチカラーディスプレイ ( AS US ,  

ROG S wif t  P G2 5 8 Q)を用いた。視覚刺激はモニタ上に 1 2 8 0 ×  1 0 2 4 ピク
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セ ル で 呈 示 さ れ ， Ma c OS X 上 で M AT L AB (Mat hWor ks In c . ) と

Ps yc hop hys ic s  To olb ox  (Bra ina r d ,  1 9 97 ;  P e l l i ,  19 9 7;  K l e in er  et  a l .  2 00 7 )

を用いて呈示を制御した。ディスプレイのリフレッシュレートは 6 0 Hz

で固定されており，ディスプレイからの視距離は約 6 0 c m であった。  

合計 2 5 6 枚の I AP S (La n g et  a l . ,  2 00 8 )のうち快・不快カテゴリの画

像が視覚刺激として呈示された ( Ap p en d ix ,  付録 1 )。つまり，コンテン

ツ (ヒトあり・ヒトなし )  ×  感情カテゴリ (快・不快 )  各 6 4 枚の 4 種類

が用いられた。先行呈示条件および同時呈示条件それぞれの呈示条件

で同じ画像セット (2 5 6 枚ずつ )を用いた。ただ実験操作の都合上，画

像サイズは 1 8 8 ×  2 50 ピクセル (約 6 °× 7 ° )にリサイズされた。バー刺

激 (約 0 . 2 °  ×  1 . 8 ° )は垂直方向から時計回りに 6 ° , 1 8 °, 3 0 °,  4 2 °,  54 ° ,  6 6 °,  

78 °傾けた郡 (R バー群 )と反時計回りに 6 °, 1 8 °, 3 0 °,  42 ° ,  5 4 °,  6 6 °,  7 8 °傾

けた郡 ( L バー群 )の計 1 4 種類であった。  

 

3.  手続き  

実験参加者は画像の 両脇に配置さ れた バー刺激の傾きの異 同判断  

(バー課題 )を求められた。  

実験の刺激系列を F i g .  23 にて図説した。先行呈示条件では，灰色

の画面の中央に黒色の注視点 (約 1 .4 ° ×  1 . 4 ° )が 1 ,5 0 0 ms 間呈示された

のち，画像刺激のみが 2 0 0 ms  間呈示され，続いてバー刺激のみが 2 0 0  

ms 間呈示された。その後マスク画像が 1, 50 0 ms 間呈示されるまでを

1 試行とした。実験参加者はマスク画像が呈示された際に感情刺激の

左右に呈示されたバー刺激の傾きの異同についてボタン押し ででき  
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F ig .  2 3  先行呈示条件の刺激系列  
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るだけ速くかつ正確に反応することが求められた。異同を判断するボ

タンは 2 つあり，左右どちらかの人差し指で対応するボタンを押すこ

とが求められた。異同を判断するボタンは実験参加者ごとにカウンタ

ーバランスがとられていた。 1 試行中に呈示されるバーは R バー群お

よび L バー群のどちらかの群内から，同一条件の場合には同じバーを，

異なる条件の場合には差異が 2 4 °となる組み合わせをそれぞれ画像の

両脇に呈示した。これは実験 3 -1 -1 (低難度課題 )と同一の設定であった。

マスク画像が消えたのち，すぐに次の試行が開始された。同時呈示条

件は画像とバー刺激が同時に 2 0 0 ms  間呈示されたのちにマスク画像

が呈示されたことを除き，先行呈示条件と同様であった。課題は 6 4 試

行  ×  8 ブロックであり，先行呈示条件・同時呈示条件ともに 4 ブロッ

クずつ含まれていた。呈示条件の実施順は ABB A 法により調整され，

実験参加者ごとにカウンターバランスがとられた。実験参加者はブロ

ック間の休憩時間中の画面表示 から次 のブロックの呈示条件を知 る

ことができた。本課題の前にそれぞれの呈示条件の 1 ブロック分の練

習課題が用意されており，本課題とは異なる画像のみで構成されてい

た。また，各ブロック間で実験参加者は休憩をとることができた。課

題遂行中，実験参加者はリクライニングチェアに着座し，外界からの

干渉を受けないブースで課題に取り組んだ。  

 

4.  データ解析  

実験参加者のうち，正答反応率 (4 8％ )がチャンスレベルに満たなか

った女性 1 人を解析から除外し，男女 3 3 人 (男性 1 7 人・女性 1 6 人 )に

よる課題成績の算出を行った。課題成績は，正答反応時間， d プライ
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ムが分析対象となった。それぞれの結果について，呈示タイミング (先

行呈示・同時呈示 )，コンテンツ (ヒトあり・ヒトなし )，感情カテゴリ

(快・不快 )の 3 要因の分散分析を実施した。  

 

第 3 節  結果  

正答反応時間， d プライムの平均値を F ig .  2 4 に示した。  

1.  正答反応時間  

呈示タイミング (2 )  ×  コンテンツ (2 )  ×  感情カテゴリ (2 )の分散分析

の結果，呈示タイミングの主効果 F (1 ,  3 2 )  =  1 64 .3 6 ,  p  <  . 00 1,  η p
2  =  . 8 3 7  

(同時呈示  >  先行呈示 )，感情カテゴリの主効果 F (1 ,  32 )  =  7 . 31 ,  p  <  . 05 ,  

η p
2  =  . 1 8 6 (不快  >  快 )がみられた。また，呈示タイミング  ×  コンテン

ツの交互作用 F (1 ,  32 )  =  11 .8 8 ,  p  <  . 0 1 ,  η p
2  =  . 2 71 がみられたため

Bo nf er r o ni 法による下位検定を実施した。その結果，先行呈示した場

合にはヒトなし刺激はヒトあり 刺激に 比べて反応時間が延長して い

た  (p  <  . 0 5 )。一方，同時呈示した場合には有意差は認められなかった

が，ヒトあり刺激はヒトなし刺 激に比 べて反応時間が延長してい た  

(p  =  . 0 7 )。また，呈示タイミング  ×  感情カテゴリの交互作用 F (1 ,  3 2 )  

=  17 .7 2 ,  p  <  . 0 0 1,  η p
2  =  . 35 6 がみられたため同様に下位検定を実施し

たところ，先行呈示した場合にのみ，不快カテゴリは快カテゴリに比

べて反応時間が延長していた  (p  <  . 0 0 1 )。同時呈示した場合には有意

な差は認められなかった  (p  =  . 8 4 )。  

 

2.  d プライム  

呈示タイミング (2 )  ×  コンテンツ (2 )  ×  感情カテゴリ (2 )の分散分析  
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F ig .  2 4  実験 3 -2 -1 の正答反応時間および d プライム  

エラーバーは標準誤差を示す  
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の 結 果 ， 呈 示 タ イ ミ ン グ の 主 効 果 F (1 ,  32 )  =  6 0 . 94 ,  p  <  . 0 0 1,  η p
2  

=  . 65 6 (先行呈示  >  同時呈示 )がみられた。また，呈示タイミング  ×  感

情カテゴリの交互作用 F (1 ,  3 2 )  =  4 . 25 ,  p  <  . 0 5 ,  η p
2  =  . 11 7 がみられた

ため Bo nf er r o n i 法による下位検定を実施した。その結果，同時呈示し

た場合には快カテゴリは不快カテゴリに比べて d ’が低かった (p  <  . 0 5 )。

先行呈示した場合には有意な差は認められなかった  (p  =  . 4 7 )。  

 

第 4 節  考察  

実験 3 - 2 -1 の結果から，先行呈示条件では不快刺激は快刺激に比べ

て反応時間を延長させることがわかった。この結果は不快カテゴリの

注意の捕捉からの解放が遅いことを示しているといえる。これは先行

研究 (K os t er  et  a l . ,  2 0 0 4 )における知見とも一致しており，本実験の手

法でも注意の捕捉からの解放を 観測す ることが可能であることが 示

された。ただ，ヒトの有無の効果に着目すると，先行呈示条件ではヒ

トなし刺激がヒトあり刺激に比べて反応時間の延長が示され，同時呈

示条件とは真逆の結果を示していた。注意の捕捉からの解放という点

からこの結果を考えると，ヒトに対する注意の捕捉からの解放が迅速

になされている可能性が考えられる。また，同時呈示条件では有意差

こそみられなかったものの，特に快カテゴリのヒトあり刺激がヒトな

し刺激に比べて反応時間を延長 (1 6  ms の遅延 )させている傾向がみら

れ，不快カテゴリのヒトあり刺激とヒトなし刺激では反応時間の差が

わずか (2  ms の遅延 )であった。これは実験 3 -1 -1 でみられた結果と一

致しており，処理資源が相対的に少ない場合には快カテゴリのヒトに

対する注意の捕捉が生じ，反応時間を遅延させるという知見を確認す

る結果であった。  
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そこで続く実験 3 -2 -2 ではこの点についてさらに厳密に検討するた

めに，感情カテゴリの条件を増やしたうえで，先行呈示条件単独での

実験を実施した。  

 

 

第 5 章  【実験 3 -2 - 2】注 の捕捉か の解放の速さ：  呈示  

 

 

第 1 節  目的  

実験 3 - 2 -2 では刺激を先行呈示することで，他者の感情認知が注意

の捕捉からの解放の速さに影響するのかどうかを検討する。すでに不

快刺激は注意を捕捉しやすく解放されにくいことがわかっているが，

他者の感情認知とのかかわりに ついて は充分なデータが得られて い

ない。そのため，実験 3 -2 -2 では先行呈示条件のみを用いたうえで，

感情カテゴリに新たに中性カテゴリを加えて実験を行った。これによ

り，他者の感情認知が注意の捕捉からの解放に影響しているのかを明

らかにすることを目的とする。  

 

第 2 節  方法  

1 .  実験参加者  

2 9 人の健康な成人 (1 9 -3 4 歳 ;  男性 1 4 人・女性 1 5 人 )が実験に参加

した。その他の条件は実験 3 -2 -1 と同様であった  

 

 



107 

 

2.  装置と刺激，手続き  

合計 3 8 4 枚の I AP S (La n g et  a l . ,  2 00 8 )から快・中性・不快カテゴリ

の画像が視覚刺激として呈示された ( Ap p end ix ,  付録 1 )。つまり，コン

テンツ (ヒトあり・ヒトなし )  ×  感情カテゴリ (快・中性・不快 )  各 6 4  

枚の 6 種類が用いられた。また，装置，刺激および手続きは 3 -2 -1 と

同様であった。  

 

3 .  データ解析  

課題成績は，正答反応時間， d プライムが分析対象となった。それ

ぞれの結果について，コンテンツ (ヒトあり・ヒトなし )，感情カテゴ

リ (快・中性・不快 )の 2 要因の分散分析を実施した。  

 

第 3 節  結果  

正答反応時間， d プライムの平均値を F ig .  2 5 に示した。  

1.  正答反応時間  

コンテンツ  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 3 )の分散分析の結果，コンテン

ツ  ×  感情カテゴリの交互作用 F (2 ,  5 6 )  =  3 . 5 9 ,  p  <  . 0 5 ,  η p
2  =  . 1 1 4 が

みられたため B o nf er r o ni 法による下位検定を実施した。その結果，

不快カテゴリではヒトなし刺激はヒトあり刺激に比べて反応時間が

延長していた  (p  <  . 0 1 )。快カテゴリ (p  =  . 7 18 )および中性カテゴリ (p  

=  . 5 85 )について同様の差はみられなかった。  
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F ig .  2 5  実験 3 -2 -2 の正答反応時間および d プライム  

エラーバーは標準誤差を示す  
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2.  d プライム  

コンテンツ  ( 2 )  ×  感情カテゴリ  ( 3 )の分散分析の結果，感情カテ

ゴリの主効果 F (1 ,  2 8 )  =  4 . 94 ,  p  <  . 0 5 ,  η p
2  =  . 1 5 0 がみられたため

Bo nf er r o ni 法による下位検定を実施した。その結果，不快カテゴリ

は中性カテゴリに比べて有意に低く ( p  <  . 0 5 )，有意差は認められな

かったが快カテゴリに比べて低かった ( p  =  . 0 7 )。また，コンテンツ ×  

感情カテゴリの交互作用 F (2 ,  5 6 )  =  7 . 7 7 ,  p  <  . 0 0 1,  η p
2  =  . 21 7 がみら

れたため B o nf er r o n i 法による下位検定を実施した。その結果，快カ

テゴリではヒトあり刺激はヒトなし刺激に比べて d ’が低く  (p  

<  . 0 5 )，中性カテゴリではヒトなし刺激はヒトあり刺激に比べて d ’が

低かった  (p  <  . 0 5 )。また，有意差は認められなかったが不快カテゴ

リではヒトなし刺激はヒトあり刺激に比べて d ’が低かった  (p  

=  . 0 91 )。  

 

第 4 節  考察  

正答反応時間の結果をみたとき，不快カテゴリは他の感情カテゴリ

に比べて反応時間が延長されていた。この結果は，不快カテゴリから

の注意の捕捉からの解放が遅れていたことを意味する。不快カテゴリ

で は 注 意 の 捕 捉 か ら の 解 放 に 時 間 が か か る こ と が 分 か っ て い る

(Kos t er  et  a l . ,  20 0 4 )ため，この結果は過去の知見と一致するといえる

だろう。ただ，不快カテゴリのみに着目した時，ヒトあり刺激はヒト

なし刺激に比べて反応時間が有意に短かった。つまり，たとえ不快カ

テゴリであったとしてもヒトが 含まれ ていた場合には注意の捕捉 か

らの解放が迅速になされていたと可能性がある。  

d プライムの結果をみたとき，中性カテゴリおよび不快カテゴリで
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はヒトあり刺激はヒトなし刺激に比べて課題成績が向上しており，有

意には至らなかったものの不快 カテゴ リについては正答反応時間 の

結果と一致しているといえる。快カテゴリでは不快カテゴリとは逆に，

ヒトあり刺激ではヒトなし刺激に比べて課題成績が低下していた。実

験 3 -2 -2 で用いた課題は低難度であったため同じ難度の実験 3 -1 -1 の

結果と合わせて考えると，快カテゴリのヒトあり刺激に対して注意は

捕捉されやすいが，解放には時間がかかると解釈することができる。

つまり，処理資源がある程度残されている場合には快感情の他者に対

する感情認知がなされているが，解放には時間がかかると解釈するこ

とができるだろう。ただし，正答反応時間では有意な結果はみられて

いないため，解放のされやすさについて充分な結果が得られていると

はいえないであろう。  

実験 3 で得られた結果を一部まとめると，不快刺激が呈示されてい

る場合に反応時間の遅延が認められた。このことは，不快刺激が注意

を強く捕捉していたことを示している。ただ，不快カテゴリのヒトあ

り刺激への注意の捕捉からの解 放がヒ トなし刺激と比べて速いこ と

も示された。この結果は，不快カテゴリのヒトあり刺激への注意の捕

捉が刺激の呈示から短時間に生じており，その結果として注意の捕捉

からの解放も速いと解釈することができるだろう。  
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第 4 章  まと  

 

 

実験 3 では感情刺激に対する処理資源が相対的に少ない条件と極め

て少ない条件のもとでの課題成績を観察することで，本研究全体の目

的である処理資源が他者の感情 認知に 与える影響の一部を明らか に

することを目的とした。また，中目的としては，他者の感情認知の検

討の一環として，実験 3 -1 では注意の捕捉の速さを，実験 3 -2 では注

意の捕捉からの解放の速さを観察した。  

実験 3 - 1 での注意の捕捉の速さの検討の結果，処理資源量によって

他者の感情認知の対象となる感情に違いがあることがわかった。具体

的には，処理資源が相対的に少ない場合 (実験 3 -1 -1 )には，快カテゴリ

中のヒトあり刺激による正答反応時間の延長が見られた一方，処理資

源が相対的に極めて少ない場合 (実験 3 - 1 -2 )には，不快カテゴリ中のヒ

トあり刺激による正答反応時間の延長が見られた。また，中性カテゴ

リのみではヒトの有無による課 題成績 に差がみられなかったこと か

ら，他者への敏感性のみではなく，感情価という要素が加わり，他者

の感情認知がなされることで課 題成績 に影響を及ぼすほどのイン パ

クトをもつと考えられる (実験 3 -1 -3 )。なお，処理資源が相対的に少な

い場合 (実験 3 -1 -1 )について，不快刺激に対する注意は捕捉されやすい

と同時に，解放されやすかったためにその効果が行動指標には表れて

こなかったという考えを述べた。つまり，課題成績上では不快カテゴ

リ中の他者の感情認知がなされていない ( i . e . ,  注意が捕捉されていな

い )ように見えていたが，実際には他者の感情認知がなされていた ( i . e . ,  

注意が捕捉されていた )という仮説を立てた。そして，この考えをもと
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に実験 3 - 1 の結果をまとめると，刺激に対して投入可能な処理資源の

程度にかかわらず不快カテゴリ中の他者の感情認知はなされるが，処

理資源が相対的に極めて減少し ている 場合には快カテゴリ中の他 者

の感情認知はなされないと解釈することができる。この解釈は処理資

源の多寡が他者の感情認知の対 象とな る感情を決定している可能 性

を示唆するものであるといえるだろう。  

実験 3 - 2 では刺激に対する注意の捕捉からの解放がどれだけ迅速に

行われるのかを検討した結果，不快カテゴリではヒトの有無により刺

激からの解放時間に違いがあることがわかった。具体的には，不快な

ヒトあり刺激からの注意の捕捉からの解放が速かった一方，不快なヒ

トなし刺激からの注意の捕捉からの解放は遅かった (実験 3 -2 -2 )。不快

カ テ ゴ リ は 注 意 を 捕 捉 し や す く 解 放 し に く い こ と が 知 ら れ て い る

(Kos t er  et  a l . ,  20 0 4 )ため，ヒトなし刺激における結果はこの知見に一

致するものであるといえる。そしてヒトあり刺激からの注意の解放が

迅速になされているというこの結果は，実験 3 -1 で示した仮説と一致

するといえるだろう。つまり，不快カテゴリのヒトあり刺激に対する

注意の捕捉と捕捉からの解放が 迅速に なされていた可能性が示唆 さ

れた。言い換えると，他者の不快感情に対する感情認知に伴う処理は

迅速であるという可能性を示唆している。また，先行研究 (R o,  F r ig g e l ,  

& La v i e,  20 0 7)でもヒトあり刺激に対する注意後の処理はヒトなし刺

激に比べて速いことが示されており，本研究の結果とも一致する。た

だその一方で注意の解放は遅れるとしており，完全に一致した結果が

得られたとはいえなかった。この不一致の理由として，先行研究では

ヒトあり刺激が課題に対して反 応する までに呈示され続けていた た

めに注意の解放が遅れた可能性が考えられるだろう。  
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以上の結果を総合すると，①不快感情のヒトに対する注意の捕捉と

捕捉からの解放は迅速である，②不快刺激内の他者への感情認知は処

理資源とは無関係にみられる，③快刺激内の他者への感情認知は処理

資源が極めて少ない場合にはみられない，の 3 点が明らかになった。

これらの結果は処理資源の多寡 が他者 への感情認知に影響してい る

ことを実験的に示したといえるだろう。  
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第 5 部  

総合考察  

 

第 1 章  本研究のまとめ  

 

 

本研究では処理資源 の多寡が他者 の感 情認知に与える影響 を検討

した。具体的には，感情刺激内にヒトが写っている感情刺激呈示時の

反応と写っていない感情刺激呈 示時の 反応を比較することで他者 の

感情認知の様態を検討した。実験は大きくわけて 3 種類実施され，そ

れぞれの実験で処理資源の多寡が異なるように課題が設定された。さ

らに，それぞれの実験でも個別に中目的および小目的が設定された。

実験 1 では処理資源が相対的に多い条件を設定し，意識が他者の感情

認知に与える影響とその性差について検討したほか，課題関連刺激に

対する注意量の影響 (実験 1 - 1 )や刺激の呈示文脈の影響 (実験 1 -2 )につ

いても検討した。続く実験 2 では処理資源が相対的に中程度の条件を

設定し，時間的・空間的制約が他者の認知の初期段階にあたる他者へ

の敏感性に与える影響を検討した。そして最後の実験 3 では，処理資

源が相対的に少ない条件を設定し，他者の感情認知が注意の捕捉の速

さ (実験 3 -1 )と捕捉からの解放の速さ (実験 3 -2 )に与える影響を検討し

た。結果的に処理資源由来の効果は実験 3 のみでみられたが，実験 1・

2・ 3 を通して得られた本研究全体の目的 ( i . e . ,  処理資源が他者の感情

認知に与える影響の検討 )に対する結果に加えて，各実験の中目的・小

目的に対する結果の一部を組み込み，他者の感情認知の処理メカニズ

ムについて考察したモデル図が F i g .  2 6 である。  
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F ig .  2 6 他者の感情認知の処理メカニズム  
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まず実験 1 では処理資源が相対的に多い状況下で，無意識的な他者

の感情認知が強力であり，意識的な他者の感情認知と異なることを示

した。これまでの研究から， L PP が無意識的な他者の感情認知を反映

する E R P であることが分かっていたため，意識的な他者の感情認知を

反映する主観評価と比較したところ，少なくとも女性では不快カテゴ

リにおいて意識的な他者の感情 認知と は無関係に無意識的な他者 の

感情認知がなされることがわかった (実験 1 -1 )。また，文脈の一致性を

操作した感情刺激呈示時の無意 識的な 他者の感情認知を観察した と

ころ，一致性にかかわらず不快表情のヒトに対する感情認知が喚起さ

れうることが示された  (実験 1 -2 )。これらの結果から無意識的な他者

の感情認知が強力であり，意識的な他者の感情認知とは異質なもので

あることが示された。そしてこのような無意識的な他者の感情認知の

強さをみるに，無意識的な他者の感情認知がある程度自動的かつ系統

的な反応であると考えられるだろう。  

実験 2 では，処理資源が相対的に中程度の条件下では，他者への敏

感性 (他者の感情認知の初期段階 )が時間的・空間的な注意の制約を受

け に く い こ と を 示 し た 。 他 者 へ の 敏 感 性 を 反 映 す る 指 標 と し て

a nt er ior  N2 を用いた。その結果，刺激に対する時間的・空間的な注意

の多寡にかかわらず a nt er ior  N2 の増大がみられた (実験 2 -1・ 2 -2 )。ま

た，タイムプレッシャーが与えられている場合には他者への敏感性に

関わる処理がより短い時間でなされる可能性も示された (実験 2 -2 )。

他者の感情認知の初期段階にあたる他者への敏感性が時間的・空間的

な注意の制約を受けにくいという今回の結果は，他者への敏感性に関

わる処理が優先的に行われており，他者の感情認知の自動性を支える

基盤となっているといえる。  
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実験 3 では，処理資源が相対的に減少している条件下で，他者の感

情認知が注意の捕捉の速さ (実験 3 -1 )と捕捉からの解放の速さ (実験 3 -

2 )に与える影響について行動反応を用いて検討した。その結果，余剰

な処理資源量が相対的に極めて少ない場合には，不快カテゴリに対す

る他者の感情認知のみがなされ (実験 3 - 1 -2 )，処理資源量が相対的に少

ない場合には，快カテゴリに対 する他 者の感情認知がなされてい た

(実験 3 -1 - 1 )。また，不快カテゴリではヒトなし刺激に比べてヒトあり

刺激への注意の解放が迅速であることがわかった (実験 3 -2 -2 )。つまり，

不快感情のヒトに対する感情認 知は比 較的速く収束する可能性が 示

された。このように感情刺激に対して利用可能な余剰の処理資源 量が

相対的に少ない場合においても，不快感情のヒトに対する感情認知が

みられた理由として，不快刺激が注意を捕捉しやすい性質を持ってい

ることが挙げられる。  

F ig .  2 6 にも示したように本研究では他者の感情認知およびその初

期段階にあたる他者への敏感性 につい て多くの知見を得ることが で

きた。特に，処理資源の多寡と感情認知の対象となる他者の感情との

関係性について示せたことは興味深い。たとえば，処理資源に余裕が

ある場合にしか快カテゴリ内の ヒトに 対する感情認知が生じにく い

ということを示すことができた。また，覚醒度がヒトなし刺激と均衡

してい る状 況下で も先 行研 究 (Gr o en et  a l . ,  2 01 3,  P r ov er b io ,  Z a ni ,  &  

Ador n i ,  20 0 8 )と同様にヒトあり刺激が a nt er i or  N2 振幅を増大させるこ

とを改めて示せたことは本研究の成果の一つであるといえる。なお，

本研究では他者の感情認知を構 成する ①他者の感情の判断プロセ ス

と②ヒトの知覚 (他者への敏感性 )プロセスという 2 つの処理過程の時

間的順序を示すことはできなかったが，本研究で得られた結果と E R P
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を用いた先行研究 (O l of s s o n et  a l . ,  2 0 0 8 )を合わせて考えると，以下の

ような可能性を考えることができる。感情に対して敏感な E R P のなか

でも最も初期の E RP としては P 1 成分および N 1 成分 (O lof s s o n et  a l . ,  

20 0 8 )が報告されている。ヒトに対して敏感な E RP のなかでも早期の

成分としては本研究で扱った a nt er i or  N2 のほか，顔刺激に敏感な N1 7 0  

(B ent i n ,  A l l i s o n ,  P u c e,  P er ez ,  & M cCar t hy,  19 9 6 )が挙げられる。そして，

これら 2 種類の刺激に敏感な E RP グループを平均的なピーク潜時か

ら比較すると，前者の E R P ( i. e . ,  P 1・N1 )は後者の E R P ( i. e . ,  a n t er ior  N2・

N17 0 )に比べて 5 0  ms ほど速い段階で見られている。そのため，他者

の感情の判断プロセスのほうが ヒトの 知覚プロセスよりも優先的 に

処理されている可能性が考えられるだろう。ただし感情について扱っ

たこれらの先行研究は他者の感情認知を扱った研究ではないため，他

者の感情認知と通常の感情認知 では異 なる処理がなされている可 能

性も棄却できない。そのため，現時点で 2 つの処理過程の時間的順序

について結論付けることはできない。よって，F i g .  2 6 のモデルでは他

者の感情の判断プロセスとヒト の知覚 プロセスが並列的に処理さ れ

ると仮定した。  

F ig .  2 6 を見ると，他者への敏感性が処理資源の影響を受けない一方

で，感情の判断プロセスでは処理資源が大きく関わっていることがわ

かる。すなわち，実験 3 で考察したように，不快カテゴリのヒトあり

刺激は余剰の処理資源が極めて少ない場合でも注意を捕捉するが，快

カテゴリのヒトあり刺激は処理 資源に ある程度の余裕がないと注 意

を捕捉しないと考えられる。これは不快感情のヒトに対する感情認知

は処理資源の影響を受けにくい一方で，快感情のヒトに対する感情認

知は処理資源の影響を受けやすいことを示している。さらに不快刺激
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に対して注意の捕捉が迅速になされていたことは，不快感情のヒトに

対する感情認知が優先的になされることを示しているといえる。また，

不快カテゴリのヒトあり刺激に 対する 注意の捕捉が迅速であると 同

様に捕捉からの解放も迅速であることが示されたことから，他者の不

快感情に対する感情認知プロセ スその ものが迅速になされている と

も考えられるだろう。まとめると，不快感情のヒトに対する感情認知

は快感情に対する感情認知に比 べて処 理資源の影響を受けにくい う

えに，迅速になされていることがわかった。  

 

 

第 2 章  今後の課題と展望  

 

 

今回扱った他者の感 情認知に近い 概念 として共感というも のが知

られている。共感とは他者の感情を読みとったうえでそれを理解し，

さ ら に 自 分 の こ と の よ う に 感 じ る 現 象 の こ と で あ る ( e . g . ,  Ba t s on ,  

Du nca n,  Ack er ma n,  Bu ck l ey,  &  Bi r ch ,  1 98 1 ;  S in g er  et  a l . ,  20 0 4;  Bla i r,  

20 0 5;  C hr i s t o v -M o or e et  a l . ,  2 0 1 4 )。梅田 ( 20 1 4 )によると，この共感はと

らえ方やその役割によってより細かく分類される (Ta b le 4 )ことが知ら

れており，認知的共感と情動的共感に分類される  ( e . g . ,  B la i r,  2 00 5 ;  

Gr o en et  a l . ,  2 01 3 )。また，共感と L PP の関係性について検討した先行

研究 (Gr o en et  a l . ,  2 0 13 )において，刺激観察時の L P P 振幅と認知的共

感・情動的共感に関する自己評価スコアを比較したところ，情動的共

感のスコアの高さのみが L P P 振幅の増大と相関していた。この結果か

ら，L P P は共感のなかでも情動的共感を測定する一指標として有力で  
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Tab le 4 共感の分類 (梅田 (2 0 1 4 )より引用・一部改変 )  

情動的共感

行動的共感

主観的共感

身体的共感

共感の自己認識

身体反応(自律神経反応)を

伴う他者の心的状態の理解

制御可能

制御可能

制御不可能

大分類 小分類 役割 制御可能性

他者の心的状態の

推論と理解認知的共感
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あるといえる。そのため，本研究の実験 1 でみられた無意識的な他者

の感情認知も情動的共感を反映していた可能性が考えられる。また，

さらに情動的共感は主観的共感と身体的共感に分類される。制御可能

性という観点からこの 2 つの情動的共感に着目すると前者は制御可能

であり，後者は制御不可能である。これを実験 1 の結果と合わせて考

えると，意識的な他者の感情認知は制御可能という点で主観的共感を，

無意識的な他者の感情認知は制 御不可 能という点で身体的共感と 同

質のものである可能性も考えられるだろう。ただ，本研究では共感に

関する指標を測定していないため，本研究のデータだけでは，共感に

関する議論を展開することはできない。そのため，同様の実験パラダ

イムを実施する場合には共感に 関する 自己評価スコアを行わせた り

することで他者の感情認知が共 感とど の程度密接な関係にあるの か

どうかを明らかにすることができるだろう。現時点で共感と関連する

脳 部 位 に つ い て 示 唆 す る 研 究 は 存 在 し て い る が ( e . g . ,  S in g er  et  a l . ,  

20 0 5;  Ga zzo la ,  Az iz -Za d eh,  &  Keys er s ,  2 0 0 6 )，注意や処理資源との関連

性に着目したものは少ない。そのためこの点にも視野を広げた研究を

進めたいと考えている。また，本実験では写真画像という静止した視

覚刺激のみを用いたが，現実場面での他者の感情認知時には他者の連

続的な動きを処理する必要があるほか，声など聴覚的な情報も同時に

処理する必要がある。そのため，音声を伴う動画刺激を用いることで，

他者の感情認知についてより精緻な検討が可能になるだろう。  

 本実験では他者への敏感性を反映する ERP として a nt er ior  N2 を用

い，実際にヒトあり刺激観察時にその振幅が増大することを示した。

一方で，前述のとおり a nt er ior  N2 は他者への敏感性だけでなく新規刺

激に対して敏感であることや認 知制御 と関連していることも示唆 さ
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れており，何を反映する指標であるかという点について未だ一定の解

が得られていないことも事実である。そのため，他者への敏感性とい

う単純な処理を反映しているのではなく，知覚閾下のヒトあり刺激呈

示に伴う認知処理の修飾を反映 してい る可能性も捨てきることは で

きない。そのため，今後はこれらの可能性を分離することのできる実

験を実施することで， a nt er ior  N2 が何を反映する E R P かということ

を明らかにすることも重要であるといえるだろう。  
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おわりに  

 

冒頭でも述べたよう に他者の感情 認知 は他者と円滑なコミ ュニケ

ーションをとるうえで重要な処理能力の一つである。このような他者

の感情認知に着目した本研究において，処理資源が他者の感情認知に

与える影響とその処理メカニズ ムにつ いて明らかにできたことは 大

きな成果であり，実社会場面でこの研究成果を用いた様々な応用可能

性を考えることができるだろう。身近な例を挙げると，より有効な広

告呈示の方法に役立てられると考えられる。広告では消費者に対して

簡潔かつ購買意欲を誘うような 情報の 見せ方をすることが重要で あ

る。その点において，処理資源に余裕がない条件下でも心を動かされ

やすい ( i . e . ,  感情反応を誘発しやすい )感情はどのようなものか，とい

うことについて科学的なアプローチをした本研究の成果は，このよう

な広告の呈示方法について興味 深い知 見を与えることができたと 考

えている。  
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Non- hu ma n Unp l ea sa nt :  1 0 5 0,  1 05 1,  1 0 5 2,  10 9 0,  111 0,  111 3,  1 2 0 0,  1 20 5 ,  

12 7 0,  1 2 74 ,  12 7 5,  1 2 80 ,  13 0 0,  1 3 01 ,  15 25 ,  1 93 0,  1 9 32 ,  2 69 2,  2 7 22 ,  

29 8 1,  5 9 71 ,  59 7 2,  6 0 20 ,  61 9 0,  6 2 00 ,  62 10 ,  6 23 0,  6 2 41 ,  6 61 0,  7 3 59 ,  

73 6 1,  7 3 8 0,  9 0 00,  90 0 1,  9 0 0 8,  9 0 90 ,  9 1 02 ,  9 110 ,  9 14 0,  91 8 0,  9 1 81 ,  

91 8 2,  9 2 80 ,  92 9 0,  9 3 00 ,  93 0 1,  9 3 20 ,  93 40 ,  9 37 3,  9 3 90 ,  9 44 0,  9 4 70 ,  

94 7 1,  94 8 0,  9 4 9 5,  9 6 00 ,  9 6 11,  9 6 20 ,  9 6 21 ,  9 6 22 ,  9 63 0,  9 83 0,  99 11,  

99 1 2.  

  



136 

 

【付録 2】実験 1 で用いた KDE F 刺激の識別番号  

F ema l e Ha pp y ,  BF 0 1 H AS,  BF 0 2H AS ,  BF 0 3 H AS,  BF 04 H AS ,  BF0 5 H AS ,  

BF0 6 H AS,  BF 0 7 H AS,  BF 0 8H AS ,  BF 09 H A S,  BF 1 0 H AS,  BF 1 2 H AS,  

BF1 3 H AS,  BF 1 4 H AS,  BF 1 5H AS ,  BF 16 H A S,  BF 1 9 H AS,  BF 2 0 H AS,  

BF2 1 H AS,  BF 2 2 H AS,  BF 2 3H AS ,  BF 24 H A S,  BF 2 5 H AS,  BF 2 6 H AS,  

BF2 7 H AS,  BF 2 8 H AS,  BF 2 9H AS ,  BF 30 H A S,  BF 3 1 H AS,  BF 3 2 H AS,  

BF3 3 H AS,  BF 3 4 H AS,  BF 3 5H AS .  

 

F ema l e Neu t r a l ,  BF 0 1 NE S,  BF 02 N ES ,  BF 0 3 NE S,  BF 04 N ES ,  BF0 5 N ES,  

BF0 6 N ES,  BF 0 7 NE S,  BF 08 N ES ,  BF0 9 N ES ,  BF 1 0 NE S,  BF 12 N ES,  

BF1 3 N ES,  BF 1 4 NE S,  BF 15 N ES ,  BF1 6 N ES ,  BF 1 9 NE S,  BF 20 N ES,  

BF2 1 N ES,  BF 2 2 NE S,  BF 23 N ES ,  BF2 4 N ES ,  BF 2 5 NE S,  BF 26 N ES,  

BF2 7 N ES,  BF 2 8 NE S,  BF 29 N ES ,  BF3 0 N ES ,  BF 3 1 NE S,  BF 32 N ES,  

BF3 3 N ES,  BF 3 4 NE S,  BF 35 N ES .  

 

F ema l e F ea r ,  BF 01 AF S,  BF 02 AF S,  BF 03 AFS,  BF0 4 AF S,  BF 05 AF S,  

BF0 6 AF S,  BF0 7 AF S,  BF 08 AF S,  BF 09 AF S ,  BF 1 0 AFS,  BF 1 2 AFS,  

BF1 3 AF S,  BF1 4 AF S,  BF 15 AF S,  BF 16 AF S ,  BF 1 9 AFS,  BF 2 0 AFS,  

BF2 1 AF S,  BF2 2 AF S,  BF 23 AF S,  BF 24 AF S ,  BF 2 5 AFS,  BF 2 6 AFS,  

BF2 7 AF S,  BF2 8 AF S,  BF 29 AF S,  BF 30 AF S ,  BF 3 1 AFS,  BF 3 2 AFS,  

BF3 3 AF S,  BF3 4 AF S,  BF 35 AF S .  
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Ma le Hap p y ,  BM 0 1 HAS,  BM 0 2 HAS,  BM 0 3 HAS,  BM 0 4 HAS,  

BM 05 HAS ,  BM 06 HAS ,  BM 07 HAS ,  BM 08 HAS,  BM0 9 HAS,  BM1 0 HAS,  

BM 11 HAS ,  BM 12 HAS ,  BM 13 HAS ,  BM 14 HAS,  AM 1 5HAS ,  BM 16 HAS ,  

BM 17 HAS ,  AM 1 8 HAS,  BM 2 1 HAS,  BM 2 2 HAS,  BM2 3 HAS,  BM2 4 HAS,  

BM 25 HAS ,  BM 27 HAS ,  BM 28 HAS ,  AM 2 9 HAS,  BM3 0 HAS,  BM3 1 HAS,  

BM 32 HAS ,  BM 33 HAS ,  BM 34 HAS ,  BM 35 HAS .  

 

Ma le N eu t r a l ,  BM 0 1NE S,  BM 02 NES ,  BM 0 3 NE S,  BM 0 4NE S,  

BM 05 NES ,  BM 06 NES,  BM0 7 NES,  BM0 8 NES,  BM0 9 NES,  BM 1 0 NES,  

BM 11 NES ,  BM 12 NES,  BM1 3 NES,  BM1 4 NES,  AM 1 5NES ,  BM 16 NES ,  

AM 1 7 NES,  AM 1 8 NES ,  BM2 1 NES,  BM2 2 NES,  BM2 3 NES,  BM 2 4 NES,  

BM 25 NES ,  BM 27 NES,  BM2 8 NES,  AM 2 9NES,  BM3 0 NES,  BM 3 1 NES,  

BM 32 NES ,  BM 33 NES,  BM3 4 NES,  BM3 5 NES .  

 

Ma le F ea r ,  BM0 1 AF S,  BM 0 2 AFS,  BM 0 3 AFS,  AM 0 4 AFS ,   

BM 05 AF S,  BM 0 6 AFS,  BM0 7 AF S,  BM 08 AFS,  BM 09 AF S,  BM 1 0 AFS ,  

BM 11 AF S,  BM 1 2 AFS,  BM1 3 AF S,  BM 14 AFS,  AM 1 5 AFS ,  BM 16 AF S,  

BM 17 AF S,  BM 1 8 AFS,  BM2 1 AF S,  BM 22 AFS,  BM 23 AF S,  BM 2 4 AFS ,  

BM 25 AF S,  BM 2 7 AFS,  BM2 8 AF S,  BM 29 AFS,  BM 30 AF S,  BM 3 1 AFS ,  

BM 32 AF S,  BM 3 3 AFS,  BM3 4 AF S,  BM 35 AFS .  
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【付録 3】実験 2 で用いた I AP S 刺激の識別番号  

Hu ma n N eu t r a l :  2 0 1 8,  2 0 25 ,  2 02 6,  20 3 2,  2 10 2,  21 0 4,  21 9 1,  2 2 35 ,  2 35 7,  

23 7 2,  2 3 7 7,  2 3 90 ,  2 39 3,  23 9 4,  2 3 96 ,  2 39 7,  24 11,  24 4 0,  2 4 8 7,  2 4 88 ,  2 48 9 ,  

25 1 3,  2 5 14 ,  2 52 0,  2 5 2 1,  2 57 5,  2 5 7 9,  2 59 3,  25 9 5,  2 5 97 ,  2 60 0,  2 6 1 6,  2 62 0 ,  

26 3 5,  27 4 5. 1 ,  2 8 40 ,  2 89 0,  6 83 7,  74 9 6,  7 49 7,  7 50 6,  75 5 0,  7 6 2 0,  7 6 32 ,  

80 1 0,  8 1 21 ,  83 11,  8 3 12 ,  92 1 0,  9 70 0.  

 

Hu ma n Unp l ea sa nt :  2 03 9,  2 1 4 1,  2 45 5,  2 4 90 ,  25 9 0,  2 6 83 ,  26 8 8,  2 6 94,  

27 0 0,  2 75 0,  2 7 9 9,  29 0 0,  3 0 17 ,  3 1 6 0,  31 81 ,  33 0 0,  3 50 0,  3 5 50 ,  60 1 0,  

62 11,  6 21 3,  6 24 3,  63 11,  6 31 4,  63 1 5,  65 5 0,  6 5 6 2,  ,  6 5 71 ,  6 8 21 ,  6 8 34 ,  

68 3 6,  9 05 0,  9 2 3 0,  92 5 0,  9 2 65 ,  9 3 2 1,  93 26 ,  93 3 1,  9 34 2,  9 4 03 ,  94 1 5,  

94 1 9,  9 4 26 ,  94 2 9,  9 42 9,  9 4 30 ,  94 9 1,  9 5 30 ,  9 9 05 ,  99 2 0.  

 

Non- hu ma n Neu t r a l :  1 3 1 3,  13 5 0,  13 9 0,  15 05 ,  1 6 1 6,  1 6 7 0,  18 2 0,  19 0 8,  

55 0 0,  5 5 20 ,  59 0 0,  6 1 50 ,  70 0 1,  7 0 02 ,  7 0 03 ,  7 0 11 ,  70 1 2,  7 0 17 ,  70 1 8,  

70 1 9,  7 02 1,  7 0 2 5,  70 3 0,  7 0 33 ,  7 0 3 4,  70 36 ,  70 3 8,  7 04 2,  7 0 45 ,  70 5 0,  

70 5 2,  7 05 6,  7 0 6 1,  70 6 2,  7 0 96 ,  7 1 5 0,  71 65 ,  71 7 0,  7 17 9,  7 2 05 ,  72 3 5,  

73 0 0,  7 5 00 ,  75 0 4,  7 54 6,  7 7 00 ,  77 0 5,  7 7 10 ,  7 8 20 ,  78 3 0.  

 

Non- hu ma n Unp l ea sa nt :  10 3 3,  1 05 2,  1111,  112 0,  1 2 05 ,  1 2 7 0,  12 7 1,  12 7 4 ,  

12 7 5,  1 5 25 ,  1 9 3 0,  5 97 2,  5 9 73 ,  70 2 3,  7 0 78 ,  73 5 9,  9 00 0,  9 0 0 8,  9 110 ,  

91 4 0,  9 18 0,  9 1 85 ,  9 1 8 6,  91 8 7,  9 28 0,  9 2 90 ,  9 2 9 1,  92 9 5,  9 30 1,  9 3 02 ,  

93 2 0,  9 34 0,  9 3 73 ,  9 3 9 0,  93 9 5,  9 44 0,  9 4 70 ,  9 4 7 1,  94 8 0,  9 57 0,  9 5 71 ,  

96 0 0,  9 6 11,  9 62 3,  9 8 30 ,  98 3 2,  9 90 9,  9 9 11 ,  9 9 40 ,  99 4 1.  
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